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注意： このたびは、当社の製品をお買い上げいただきましてありがとうございました。
 安全に使用していただくために、使用前に必ずこの取扱説明書をお読みください。
 また、いつでもすぐに読めるように、この取扱説明書を保管してください。

NOTE : Read safety instructions carefully and understand them before using.
 Retain this Instruction Manual for future reference.

HINWEIS : Lesen Sie die Sicherheitsanweisungen aufmerksam durch, um sich mit ihnen vertraut zu 
machen, bevor Sie diese Maschine in Betrieb nehmen. Bewahren Sie diese Bedienungsanleitung 
für spätere Bezugnahme auf.

NOTE : Avant d’utiliser la machine, lire attentivement toutes les consignes de sécurité.
 Conserver ce manuel pour pouvior le consulter en cas de besoin.

NOTA : Antes de comenzar a usar esta máquina lea con detención hasta comprender todas las 
instrucciones de sequridad. Conserve este Manual de instrucciones a mano para futuras 
consultas.

取扱説明書
INSTRUCTION MANUAL BETRIEBSANLEITUNG
MANUEL D’UTILISATION MANUAL DE INSTRUCCIONES
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ミシン、自動機、付帯装置 ( 以下機械と言う) は、縫製作業上やむをえず機械の可動部品の近くで作業する
ため、可動部品に接触してしまう可能性が常に存在していますので、実際にご使用されるオペレータの方お
よび、保守、修理等をされる保全の方は、事前に以下の　安全についての注意事項　を熟読されて、十分理
解された上でご使用ください。この　安全についての注意事項　に書かれている内容は、お客様が購入され
た商品の仕様には含まれない項目も記載されています。
なお、取扱説明書および、製品の警告ラベルを十分理解していただくために、警告表示を以下のように使い
分けております。これらの内容を十分に理解し、指示を守ってください。

 安全にご使用していただくために

(!) 危険の水準の説明

機械操作時、保守時、当事者、第3者が取り扱いを誤ったり、その状況を回避
しない場合、死亡または、重傷を招く潜在的可能性のあるところ。

機械操作時、保守時、当事者、第3者が取り扱いを誤ったり、その状況を回避
しない場合、死亡または、重傷を招く差し迫った危険のあるところ。

機械操作時、保守時、当事者、第3者が取り扱いを誤ったり、その状況を回避
しない場合、中・軽傷害を招くおそれのあるところ。

危険
警告
注意

(@) 警告絵表示および表示ラベルの説明

警

告

絵

表

示

運動部に触れて、怪我をする
恐れがあります。

ベルトに巻き込まれ、怪我を
する恐れがあります。

高電圧部に触れて、感電の恐
れがあります。 指

示
ラ
ベ
ル

正しい回転方向を指示してい
ます。

高温部に触れて、ヤケドの恐
れがあります。

アース線の接続を指示してい
ます。

1 ・ 中・軽傷害、重傷、死亡を招く恐れがあります。
 ・ 運動部に触れて、怪我をする恐れがあります。

2 ・ 安全ガードを付けて縫製作業をすること。
 ・ 安全カバーを付けて縫製作業をすること。
 ・ 安全保護装置を付けて縫製作業をすること。

3 ・ 電源を切ってから、「糸通し」、「針の交換」、「ボビンの交換」、「給油や掃除」をすること。

3

2

1
1

2 3
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電源を切るとは：電源スイッチを切ってから、電源プラグを
コンセントから抜くことを言う。以下同じ

安全についての注意事項

 1. 感電事故防止のため、電装ボックスを開ける必要のある場合は、電源を切り、念のため5分以上経
過してから蓋を開けてください。

危険

注意
基本的注意事項

 1. ご使用される前に取扱説明書および、付属に入っている全ての説明書類を必ずお読みください。
  また、いつでもすぐに読めるように、この取扱説明書を大切に保存してください。
 2. 本項に書かれている内容は、購入された機械の仕様に含まれていない項目も記載されています。
 3. 針折れによる事故防止のため、安全眼鏡を着用してください。
 4. 心臓用ペースメーカーをお使いの方は専門医師とよくご相談のうえお使いください。

安全装置、警告ラベル
 1. 安全装置の欠落による事故防止のため、この機械を操作する際は、安全装置が所定の位置に正しく

取り付けられ正常に機能することを確認してから操作してください。安全装置については、v頁を参
照してください。

 2. 人身事故防止のため、安全装置を外した場合は、必ず元の位置に取り付け、正常に機能することを
確認してください。

 3. 人身事故防止のため、機械に貼り付けてある警告ラベルは、常にはっきり見えるようにしておいて
ください。剥がれたり汚損した場合、新しいラベルと交換してください。

用途、改造
 1. 人身事故防止のため、この機械は、本来の用途および取扱説明書に規定された使用方法以外には使

用しないでください。
  用途以外の使用に対しては、当社は責任を負いません。
 2. 人身事故防止のため、機械には、改造等を加えないでください。改造によって起きた事故に対しては、

当社は責任を負いません。

教育訓練
 1. 不慣れによる事故防止のため、この機械の操作についての教育、並びに、安全に作業を行うための

教育を雇用者から受け、適性な知識と操作技能を有するオペレータのみが、この機械をご使用くだ
さい。そのため雇用者は、事前にオペレータの教育訓練の計画を立案し、実施することが必要です。

電源を切らなければならない事項
 

事故とは： 人身並びに財産
に損害を与える
ことをいう。

 1. 人身事故防止のため、異常、故障が認められた時、停電の時は直ちに電源を切ってください。
 2. 機械の不意の起動による事故防止のため、次のような時は、必ず電源を切ってから行ってください。

特にクラッチモータを使用している場合は電源を切った後、完全に止まっていることを確認してか
ら作業を行ってください。

 2-1. たとえば、針、ルーパ、スプレッダー等の糸通し部品へ糸通しする時や、ボビンを交換する時。
 2-2. たとえば、機械を構成する全ての部品の交換、または調整する時。
 2-3. たとえば、点検、修理、清掃する時や、機械から離れる時。
 3. 感電、漏電、火災事故防止のため、電源プラグを抜く時は、コードではなくプラグを持って抜いて

ください。
 4. ミシンが作業の合間に放置されている時は必ず電源を切ってください。
 5. 電装部品損壊による事故を防ぐため、停電した時は、必ず電源を切ってください。

各使用段階に於ける注意事項
運　　搬

 1. 人身事故防止のため、機械の持ち上げ、移動は機械質量を踏まえ、安全を確保した方法で行ってく
ださい。なお機械質量については取扱説明書本文をご確認ください。
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 2. 人身事故防止のため、持ち上げ、移動の際は転倒、落下等を起こさないよう十分安全策をとってく
ださい。

 3. 予期せぬ事故や落下事故、機械の破損防止のため開梱した機械を再梱包して運搬することはおやめ
ください。

開　　梱
 1. 人身事故防止のため、開梱は上から順序よく行ってください。木枠梱包の場合は、特に釘には十分

注意してください。また、釘は板から抜き取ってください。
 2. 人身事故防止のため、機械は重心位置を確かめて、慎重に取り出してください。

据え付け

（!）テーブル、脚
 1. 人身事故防止のため、テーブル、脚は、純正部品を使用してください。やむをえず、非純正部品

を使用する場合は、機械の重量、運転時の反力に十分耐え得るテーブル、脚を使用してください。
 2. 人身事故防止のため、脚にキャスタを付ける場合、十分な強度をもったロック付きキャスタを

使用し、機械の操作中や保守、点検、修理のときに機械が動かないようにロックしてください。
（@）ケーブル、配線
 1. 感電、漏電、火災事故防止のため、ケーブルは使用中無理な力が加わらないようにしてください。

また、Vベルト等の運転部近くにケーブル配線する時は、30mm以上の間隔をとって配線し
てください。

 2. 感電、漏電、火災事故防止のため、タコ足配線はしないでください。
 3. 感電、漏電、火災事故防止のため、コネクタは確実に固定してください。また、コネクタを抜

く時は、コネクタ部を持って抜いてください。
（#）接地
 1. 漏電、絶縁耐圧による事故防止のため、電源プラグは電気の専門知識を有する人に、適性なプ

ラグを取り付けてもらってください。また、電源プラグは必ず接地されたコンセントに接続し
てください。

 2. 漏電による事故防止のため、アース線は必ず接地してください。　　
（$）モータ
 1. 焼損による事故防止のため、モータは指定された定格モータ (純正品 )を使用してください。
 2. 市販クラッチモータを使用する際は、Vベルトへの巻き込まれ事故防止のため、巻き込み防止

付きプーリカバーが付いたクラッチモータを選定してください。

操 作 前
 1. 人身事故防止のため、電源を投入する前に、コネクタ、ケーブル類に損傷、脱落、ゆるみ等がない

ことを確認してください。
 2. 人身事故防止のため、運動部分に手を入れないでください。また、プーリの回転方向が矢印と一致

しているか、確認してください。
 3. キャスタ付き脚卓を使用の場合、不意の起動による事故防止のため、キャスタをロックするか、アジャ

スタ付きの時は、アジャスタで脚を固定してください。

操 作 中
 1. 巻き込みによる人身事故防止のため、機械操作中ははずみ車、手元プーリ、モータなどの動く部分

に指、頭髪、衣類を近づけたり、物を置かないでください。
 2. 人身事故防止のため、電源を入れる時、また機械操作中は針の付近や、天びんカバー内に指を入れ

ないでください。
 3. ミシンは高速で回転しています。手への損傷防止のため、操作中はルーパ、スプレッダ、針棒、釜、

布切りメスなどの動く部分へ絶対に手を近づけないでください。また、糸交換の時は電源を切り、
ミシンおよびモータが完全に停止したことを確認してください。

 4. 人身事故防止のため、機械をテーブルから外す時、また元の位置へ戻す時、指等をはさまれないよ
うに注意してください。

 5. 不意の起動による事故防止のため、ベルトカバーおよび、Vベルトを外す時は電源を切り、ミシン
およびモータが完全に停止したことを確認してください。 

 6. サーボモータをご使用の場合は、機械停止中はモータ音がしません。不意の起動による事故防止の
ため、電源の切り忘れに注意してください。
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 7. 過熱による火災事故を防ぐため、モータ電源ボックスの冷却口をふさいで使用することはやめてく
ださい。

     給　　油
 1. 機械の給油箇所にはJUKI 純正オイル、JUKI 純正グリスを使用してください。
 2. 炎症、カブレを防ぐため、目や身体に油が付着した時は直ちに洗浄してください。
 3. 下痢、嘔吐を防ぐため、誤って飲み込んだ場合、直ちに医師の診断を受けてください。

保　　守
 1. 不慣れによる事故防止のため、修理、調整は機械を熟知した保全技術者が取扱説明書の指示範囲で

行ってください。また、部品交換の際は、当社純正部品を使ってください。不適切な修理・調整お
よび非純正部品使用による事故に対しては、当社は責任を負いません。

 2. 不慣れによる事故や、感電事故防止のため、電気関係の修理、保全 (含む配線 )は電気の専門知識
の有る人、または当社、販売店の技術者に依頼してください。

 3. 不意の起動による事故防止のため、エアーシリンダ等の空気圧を使用している機械の修理や保全を
行う時は、空気の供給源のパイプを外し、残留している空気を放出してから行ってください。

 4. 人身事故防止のため、修理調整・部品交換等の作業後は、ねじ・ナット等がゆるんでいないことを
確認してください。

 5. 機械の使用期間中は、定期的に清掃を行ってください。この際、不意の起動による事故防止のため、
必ず電源を切り、ミシンおよびモータが完全に停止したことを確認してから行ってください。

 6. 保守、点検、修理の作業のときは、必ず電源を切り、ミシンおよびモータが完全に停止したことを
確認してから行ってください。（クラッチモータの場合、電源を切った後もモータは惰性でしばらく
回り続けますので注意してください。）

 7. 人身事故防止のため、修理・調整した結果、正常に操作できない場合は直ちに操作を中止し、当社
または販売店に連絡し、修理依頼してください。

 8. 人身事故防止のため、ヒューズが切れた時は、必ず電源を切り、ヒューズ切れの原因を取り除いて
から、同一容量のヒューズと交換してください。

 9. モータの火災事故防止のため、ファンの通気口の清掃および配線周りの点検を定期的に行ってください。

使用環境
 1. 誤動作による事故防止のため、高周波ウエルダ等強いノイズ源 (電磁波 ) から影響を受けない環境

下で使用してください。
 2. 誤動作による事故防止のため、定格電圧±10%を超える所では使用しないでください。
 3. 誤動作による事故防止のため、エアーシリンダ等の空気圧を使用している装置は、指定の圧力を確

認してから使用してください。
 4. 安全にお使いいただくために、下記環境下でお使いください。
  動作時雰囲気温度 5℃～35℃
  動作時　相対湿度　35%～85%
 5. 電装部品損壊・誤動作による事故防止のため、寒いところから急に暖かいところなど環境がかわっ

た時、結露が生じることがありますので、十分に水滴の心配がなくなってから電源を入れてください。
 6. 電装部品損壊・誤動作による事故防止のため、雷が発生している時は安全のため作業をやめ、電源

プラグを抜いてください。
 7. 電波状態によっては、近くのテレビ、ラジオに雑音を与えることがあります。この場合には、少し

ミシンより離してご使用ください。
 8. 「作業環境の騒音値が85dB以上90dB未満」に該当する環境にて仕事に従事する作業者に対して

は、健康被害を受けないよう必要に応じ、防音保護具を使用させる等の処置をお取りください。また、
「作業環境の騒音値が90dB以上」に該当する環境にて仕事に従事する作業者に対しては、健康被
害を受けないよう必ず防音保護具を使用させるとともに、防音保護具の使用について、作業者の見
やすい場所に掲示するようにお願いします。
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より安全にお使いいただくための注意事項

 1. 安全のため電源アース線を外した状態で、ミシンを運転しないでください。

 2. 電源プラグ挿抜の際は、前もって必ず電源スイッチを切ってください。

 3. 雷が発生している時は安全のため作業をやめ、電源プラグを抜いてください。

 4. 寒い所から急に暖かい所に移動した時など、結露が生じることがあるので、十分に水
滴の心配がなくなってから、電源を入れてください。

 5. 火災防止の為に電源プラグは定期的にコンセントから抜いてプラグの刃の根元、 及び
刃と刃の間を清掃してください。

 6. ミシン操作中、ルーパーは高速で揺動しています。手への損傷防止のため、運転中はルー
パー付近へ絶対に手を近づけないでください。また、糸通しの際は電源を切ってくだ
さい。

 7. 不意の起動による事故防止のため、電源の切り忘れに注意してください。

 8. 本製品は精密機器のため、水や油をかけたり、落下させるなどの衝撃を与えないように、
取扱いには十分注意してください。

 1. 電源スイッチを入れる時および、ミシン運転中は、針の下付近に指を入れないでくだ
さい。

 2. ミシン運転中に天びんカバー内に指を入れないでください。

 3. ミシン運転中は、はずみ車、天びん付近に指、頭髪、衣類を近づけたり、物を置かな
いでください。

 4. 指カードは外した状態で運転しないでください。

安全装置について
ここに記載されている機械および安全装置はあくまで、日本国内仕様として製造された機種およびそ
れに装着・同梱された安全装置であり、仕向地、仕様により異なる場合もあります。

警告

注意

なお、本書では説明の都合上「ベルトカバー」や「指ガード」等の安全装置を省い
て図示している場合がありますので、あらかじめご了承ください。
実際の仕様にあたっては、これら安全装置を絶対に外さないでください。

注意

天びんカバー

人体と天びんの接触を
防止するカバーです。

指ガード

指と針との接触を防止
するカバーです。

指けが注意シール

指と針、ルーパー等との
接触によるけが防止への
注意シールです。

給油注意シール

給油箇所と油量を明確
にした注意シールです。

安全ラベル

ミシン操作時の最低限の
注意が記載されています。

ベルトカバー

Ｖベルトによる手、頭
髪、衣類への巻き込み
を防止するカバーです。



vi

ミシン運転前のご注意

• 最初に機械を使用する前には、きれいに掃除してください。
 輸送中にたまったほこりを全て取り除き、給油を行ってください。
• 正しい電圧設定になっているか確認してください。
 電源プラグが正しくつながれているか確認してください。
• 絶対に電圧仕様の異なった状態で使用しないでください。
• ミシンの回転方向は、プーリ側よりみて反時計方向です。逆回転させないように注意してください。
• ミシンに油を注油しないうちは、絶対にミシンを運転しないでください。
• ミシンを運転するときは、テーブルに正しく設置してから電源スイッチを入れてください。
• 試運転する時は、糸を外してください。
• 最初の１カ月間は、縫い速度を落とし、3,300 sti/min 以下でご使用ください。
• ミシンが確実に停止してから、はずみ車操作をしてください。

注意 機械の誤動作や損傷をさけるために、次の項目を確認してください。
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機種 MS-1190/V045 MS-1190/V046 MS-1190M/V045 MS-1190M/V046

用途 薄物用 中厚物用

針数 二本針

縫い速度 最高 4,000 sti/min ( 常用 3,500 sti/min)

使用針

オルガン TV × 64-NY #8 〜 14
( 標準 #12)

オルガン TV × 64-NY #12 〜 19
( 標準 #16)

シュメッツ B-64Nm60 〜 Nm90
( 標準 Nm80)

シュメッツ B-64Nm80 〜 Nm120
( 標準 Nm100)

押えの高さ 10 mm

送り方式 ワンウェイクラッチによる間欠送り、 リンク比調節式

縫い目長さ 1.2 〜 3.2 mm （先引き装置付き）

針幅 1/8", 5/32", 3/16", 7/32", 1/4" 

筒円周 171mm

使用油 ニューデフリックスオイル No.1

騒音

JIS B 9064 に準拠した測定方法による 「騒音レベル」
縫い速度＝ 3,600 sti/min ： 騒音レベル （定常運転時※ 1）

≦ 81.5dB ≦ 80.0dB ≦ 81.5dB ≦ 80.0dB

 ※ 1　定常運転時とは、 直線縫い状態で装置等を作動させないで、 一定速度で 300 mm 運転した際での騒音です。

1） ミシンは二人で持って運んでください。

（注意） プーリーを持たないでください。

2） ミシンを置く場所にドライバー等の突起物を置かない

でください。

3） ミシンに、 ベルト除け台 1 を六角ボルト 2 で取り付

けます。

4） テーブルにミシンを乗せて、ミシンの位置 （ベルト溝、

押え上げチェーン通し穴 3） を決めます。

5） 頭部支え板 4 2 個をミシンにねじ 5 で取り付け、

六角ボルト6、座金7、ばね座金8、ナット9でテー

ブルに固定します。

6） ベッド窓板 !0 の横手方向および、 長手方向に水準

器を置き、 ミシンが水平に置かれているか確認しま

す。

7） ベルトカバー !1、 V ベルト、 ベルトカバー蓋 !2、 トッ

プカバー !3 とセットし、 ねじ !4 および !5 で取り付

けます。

 ベルトカバー取り付けの際は、 ねじは最初仮止めと

し、 全て取り付けた後でしっかりと固定します。

!3

!2

1

!5

4

9

6

7

8

2

!1

!4

!0

3

5

4

1.  ミシンの据え付け

仕様

型式 V045 V046

用途 薄物〜極厚物用先引き装置

先引き仕様 上ローラ送り 上下ローラ送り
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日
本
語

糸立装置を組み付けてテーブルの穴に取り付け、

糸立装置が動かない程度に止めナット 1 を締めます。

1

3.  糸立装置の取り付け

4.  ひざ上げ装置の取り付け

2.  ベルト張力の調整

警告 ミシンの不意の起動による人身の損傷を防ぐため、電源を切り、モータの回転が止まったことを確認し
てから行なってください。

ベルト張力は、V ベルトの中央を 9.8N の力で押した時、

ベルトのたわみ量が 15mm になるように、 モータの高さ

で調整してください。

はずみ車

モータプーリー

15
mm

9.8
N
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警告 ミシンの不意の起動による人身の損傷を防ぐため、電源を切り、モータの回転が止まったことを確認し
てから行なってください。

警告 ミシンの不意の起動による人身の損傷を防ぐため、電源を切り、モータの回転が止まったことを確認し
てから行なってください。

5.  給油

6.  針の取り付け方
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日
本
語

MS-1190/V045
MS-1190/V046

警告 ミシンの不意の起動による人身の損傷を防ぐため、電源を切り、モータの回転が止まったことを確認し
てから行なってください。

7.  糸の通し方
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MS-1190M/V045
MS-1190M/V046
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日
本
語

8.  糸調子

9.  押え圧力の調節
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5

2mm 3mm 4mm

刻線を合わせる

5

4

4

大

小
送り量

（1）ミシン本体の縫い目長さ調節
1） ねじ 3 を取り外し、 水平送りカムのロックねじをゆる

めます。

2） 押しボタン 1 を軽く押しながら、 はずみ車を手で回し

ます。

3） 押しボタン 1 が食い込んで、 はずみ車が回らなくな

ります。

4） その状態でさらに強く押しボタン 1 を押しながら、 は

ずみ車を回します。

5） スプロケット歯車カバーの刻印 2 に、 はずみ車の目

盛り （希望値） を合わせ、 押しボタン 1 から手を離

します。

6） 水平送りカムのロックねじを締めます。

7） ねじ 3 を取り付けます。

 1. ミシンを運転中、絶対に押しボタン1を押
さないでください。

 2. ロックねじを締めてから、運転してくださ
い。

 3. ねじ3を取り外したまま、運転しないでく
ださい。

 4. ロックねじは外れ防止のためにゆるみ止め
ねじがつ付いています。ロックねじを無理
に外そうとするとねじの頭が破損すること
がありますのでご注意ください。

（2）先引きローラの送り量調節
1） アジャストねじ 4 を緩めゆるめます。

2） アジャストロッド 5 の長溝に沿って、 前後させます。

3） アジャストねじ 4 を締め付けます。

★ 先引きローラの送り量は、 アジャストロッド 5 の目盛り

でほぼ左図の送り量が出ます。

警告 ミシンの不意の起動による人身の損傷を防ぐため、電源を切り、モータの回転が止まったことを確認し
てから行なってください。

警告 ミシンの不意の起動による人身の損傷を防ぐため、電源を切り、モータの回転が止まったことを確認し
てから行なってください。

10.  縫い目長さの調節

11.  下糸カムの調節
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日
本
語

送り歯を一番上に上げた時、送り歯の針板からの突き
出し量はMS-1190/V045、MS-1190/V046 では
0.8mm、MS-1190M/V045、MS-1190M/V046
では1.0mmとします。
（1）送り歯の高さ調節
1） ベッド窓板にある止めねじ1を外します。
2） ねじを外すと、その下に六角穴付ねじがありますの

で、付属の L型六角レンチにてねじをゆるめます。
3） 上下送り量調節軸2を回して調節します。
4） 六角穴付ねじで固定し、止めねじ1を締めます。

 上下送り量調節軸は、強く固定する必要はありま
せん。

7mm

警告 ミシンの不意の起動による人身の損傷を防ぐため、電源を切り、モータの回転が止まったことを確認し
てから行なってください。

警告 ミシンの不意の起動による人身の損傷を防ぐため、電源を切り、モータの回転が止まったことを確認し
てから行なってください。

警告 ミシンの不意の起動による人身の損傷を防ぐため、電源を切り、モータの回転が止まったことを確認し
てから行なってください。

12.  送り歯の高さ

13.  上糸ゆるめの時期

14.  針糸天びんガイド位置の調節 （MS-1190/V045、 MS-1190/V046）

MS-1190/V045
MS-1190/V046
MS-1190M/V045
MS-1190M/V046

0.8 mm

　1.0 mm

｝
｝
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15.  中間糸案内の調節 （MS-1190M/V045、 MS-1190M/V046）

16.  モータプーリと縫速度

機種 縫速度
はずみ車
有効径

モータ
極数

周波数 モータ回転数
モータプーリ
有効径

MS-1190/V045
MS-1190/V046
MS-1190M/V045
MS-1190M/V046

4,000 sti/min

67.4mm 2

50Hz 2,865 rpm 95mm

60Hz 3,430 rpm 80mm

3,600 sti/min
50Hz 2,865 rpm 85mm

60Hz 3,430 rpm 70mm

モータプーリとミシンの縫速度の関係は次の表のようになります。

警告 ミシンの不意の起動による人身の損傷を防ぐため、電源を切り、モータの回転が止まったことを確認し
てから行なってください。
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日
本
語（1）ミシン本体とVO装置のタイミング合わせ

1） ミシン本体の送り量を MS-1190/V045、MS-1190/
V046では1.6 mm、MS-1190M/V045、MS-1190M/
V046では2.3 mmにします。

2） VO 装置のアジャストねじ1をゆるめ、MS-1190/
V045、MS-1190/V046ではAの位置 (2.0 mm)、
MS-1190M/V045、MS-1190M/V046ではBの
位置 (2.5 mm) とし、固定します。

3） はずみ車を回転させ、送り歯先端が針板上面と一致した
ところで、ローラが回転を始めるように調整します。

4） 調整は、はずみ車内側にある偏心カムの、止めねじ2（2
本）をゆるめ、偏心カムを回転させて、タイミングが上
記3）となるよう調整します。

5） 調整後、C方向に偏心カムを寄せて、止めねじ2（2本 )
を締め付けます。

1

B

先引きローラ

針板上面と一致

2

偏心カム
偏心軸

C

17.　V0 装置の調整方法

送り始め状態

送り歯

2

2mm 3mm 4mm

刻線を合わせる

2

1

1

大

小
送り量

（2）送り量の合わせ方
1） アジャストねじ1をゆるめます。
2） アジャストロッド2の長溝に沿って、前後させます。
★ 送り量は、アジャストロッド2の目盛りで、ほぼ左図

の送り量が出ます。
3） 送り量調節後、アジャストねじ1で固定します。

1

押えばね

（3）ローラ押え圧の調節
 ローラの押え圧は、押え調整ねじ1を回すことにより

調節します。
 押え圧は、右へ回すと強くなり、左へ回すと弱くなりま

す。
( 注意 ) ウレタンローラ使用時は、スチールローラ使用時より

低い押え圧で使用してください。
 過大な押え圧は装置に異常な負荷が加わり、ローラの

変形を招きます。

A
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1

A

2

（4）ローラと針板のすき間調節
1） ナット1をゆるめて、調節ねじ2を回し、すき間の調

節をします。
 ・スチールローラ使用時

ローラと針板 ( 下ローラ ) とのすき間 Aが 0.01 ～
0.1mmになるように調節します。

 ・ウレタンローラ使用時
ローラと針板 (下ローラ )とのすき間Aが無いように
調節します。
2）調節後、1を締め付け、固定します。

（注意） 使用される糸によって、適量のすき間になるよう調節
してください。

ローラ

ミシン送り歯
（最大ピッチ）

針板

ローラ

（5）ローラの前後位置調節 (V045)
1） ミシン本体の送り量を最大にして、送り歯がローラに最

接近した位置で、0.2 ～ 1.0mmになるように、ロー
ラを前後させ調節します。

2） 調節は、止めねじ1（2本）をゆるめ、クラッチベー
ス2自体を前後させ、調節します。

（注意） ローラが傾く（θ）と、空環外れが発生しますので、ロー
ラは、送り歯と平行になるようにしてください。

0.2-1.0 mm

1

2

メインベース

A :  V045, V046 スチールローラ時 0.01～ 0.1mm
 V045, V046 ウレタンローラ時　針板とのすき間無し

針板
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日
本
語（1）MS-1190/V045、MS-1190M/V045

機種

1 2 3 4 5

品名
ゲージセット
(指ガード付き )

針板 針留め (組 )
押え ( 組 )

( 指ガード付き )
送り歯

針幅

ゲージ
記号

inch mm

MS-1190
/V045

B 1/8 3.2 MAV04570AB0 MAV04570A00 12926051 MAV04581AB0

MAV04593000
C 5/32 4.0 MAV04571BB0 MAV04571B00 12926150 MAV04582BB0
D 3/16 4.8 MAV04572CB0 MAV04572C00 12925954 MAV04583CB0
E 7/32 5.6 MAV04573DB0 MAV04573D00 12926259 MAV04584DB0
F 1/4 6.4 MAV04574EB0 MAV04574E00 12926358 MAV04585EB0 MAV04594000

MS-1190M
/V045

B 1/8 3.2 MAV04575AB0 MAV04575A00 12926051 MAV04586AB0

MAV04595000
C 5/32 4.0 MAV04576BB0 MAV04576B00 12926150 MAV04587BB0
D 3/16 4.8 MAV04577CB0 MAV04577C00 12925954 MAV04588CB0
E 7/32 5.6 MAV04578DB0 MAV04578D00 12926259 MAV04589DB0
F 1/4 6.4 MAV04579EB0 MAV04579E00 12926358 MAV04590EB0 MAV04596000

機種

6 7

品名 ルーパ (L組 ) ルーパ (R組 )

針幅

ゲージ
記号

inch mm

MS-1190
/V045

B 1/8 3.2 12941555 12940656
C 5/32 4.0 12941654 12940755
D 3/16 4.8 12941456 12940557
E 7/32 5.6 12941753 12940854
F 1/4 6.4 12941852 12940953

MS-1190M
/V045

B 1/8 3.2 12941555 12940656
C 5/32 4.0 12941654 12940755
D 3/16 4.8 12941456 12940557
E 7/32 5.6 12941753 12940854
F 1/4 6.4 12941852 12940953

（2）MS-1190/V046、MS-1190M/V046

機種

1 2 3 4 5

品名
ゲージセット
(指ガード付き )

針板 針留め (組 )
押え ( 組 )

( 指ガード付き )
送り歯

針幅

ゲージ
記号

inch mm

MS-1190
/V046

B 1/8 3.2 12923561 12923504 12926051 12927869

12932307
C 5/32 4.0 12923660 12923603 12926150 12927968
D 3/16 4.8 12923462 12923405 12925954 12927760
E 7/32 5.6 12923769 12923702 12926259 12928065
F 1/4 6.4 12923868 12923801 12926358 12928164 12932406

MS-1190M
/V046

B 1/8 3.2 12980561 12980504 12926051 12982666

12983508
C 5/32 4.0 12980660 12980603 12926150 12982765
D 3/16 4.8 12980462 12980405 12925954 12982567
E 7/32 5.6 12980769 12980702 12926259 12982864
F 1/4 6.4 12980868 12980801 12926358 12982963 12983607

18.　交換ゲージ一覧表
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1 2 3

品名 フォルダ (組 )

針幅
M295 M296 M297

ゲージ
記号

inch mm

B 1/8 3.2 MAM2950AAAA MAM2960AAAA MAM2970AAAA
C 5/32 4.0 MAM2950BBAA MAM2960BBAA MAM2970BBAA
D 3/16 4.8 MAM2950CCAA MAM2960CCAA MAM2970CCAA
E 7/32 5.6 MAM2950DDAA MAM2960DDAA MAM2970DDAA
F 1/4 6.4 MAM2950EEAA MAM2960EEAA MAM2970EEAA

1 2 3 4 5

品名 先引きローラ (組 ) V045 先引きローラ (組 ) V046

針幅

スチールローラ ウレタンローラ スチールローラ ウレタンローラ 下ローラ

ゲージ
記号

inch mm

B 1/8 3.2

MAV045450A0 MAV045500B0 MAV04640000 MAV046410A0 MAV046210B0
C 5/32 4.0
D 3/16 4.8
E 7/32 5.6
F 1/4 6.4

※ フォルダはゲージセットには含まれません。

フォルダ記号
 M295- 極薄物用
 M296- 薄物用（MS-1190標準装備）
 M297- 中厚物用（MS-1190M標準装備）

※ 先引きローラはゲージセットには含まれません。

先引きローラの種類
スチールローラ ̶ 中厚物用
ウレタンローラ ̶ 極薄物用・薄物用

機種

6 7

品名 ルーパ (L組 ) ルーパ (R組 )

針幅

ゲージ
記号

inch mm

MS-1190
/V046

B 1/8 3.2 12941555 12940656
C 5/32 4.0 12941654 12940755
D 3/16 4.8 12941456 12940557
E 7/32 5.6 12941753 12940854
F 1/4 6.4 12941852 12940953

MS-1190M
/V046

B 1/8 3.2 12941555 12940656
C 5/32 4.0 12941654 12940755
D 3/16 4.8 12941456 12940557
E 7/32 5.6 12941753 12940854
F 1/4 6.4 12941852 12940953

（3）フォルダ

（4）先引きローラ
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1 • There is the possibility that slight to serious injury or death may be caused.
 • There is the possibility that injury may be caused by touching moving part.

2 • To perform sewing work with safety guard.
 • To perform sewing work with safety cover.
 • To perform sewing work with safety protection device.

3 • Be sure to turn the power OFF before carrying out "machine-head threading," "needle changing," "bobbin 
changing" or "oiling and cleaning."

For the sewing machine, automatic machine and ancillary devices (hereinafter collectively referred to as 
"machine"), it is inevitable to conduct sewing work near moving parts of the machine. This means that there 
is always a possibility of unintentionally coming in contact with the moving parts. Operators who actually 
operate the machine and maintenance personnel who are involved in maintenance and repair of the 
machine are strongly recommended to carefully read to fully understand the following  Safety precautions  
before using/maintaining the machine. The content of the  Safety precautions  includes items which are not 
contained in the specifi cations of your product.
The risk indications are classifi ed into the following three different categories to help understand the meaning 
of the labels. Be sure to fully understand the following description and strictly observe the instructions.

TO ENSURE SAFE USE OF YOUR SEWING MACHINE

(!) Explanation of risk levels

This indication is given where there is a potentiality for death or serious injury if the person in charge or any third 
party mishandles the machine or does not avoid the dangerous situation when operating or maintaining the machine.

This indication is given where there is an immediate danger of death or serous injury if the person in charge or any third 
party mishandles the machine or does not avoid the dangerous situation when operating or maintaining the machine. 

This indication is given where there is a danger of medium to minor injury if the person in charge or any third party 
mishandles the machine or does not avoid the dangerous situation when operating or maintaining the machine.

DANGER :

WARNING :

CAUTION :

(@) Explanation of pictorial warning indications and warning labels

Pictorial 
warning 

indication

There is a risk of injury 
if contacting a moving 
section.

There is a risk of 
entanglement in the belt 
resulting in injury.

There is a risk of 
electrical shock if 
contacting a high-voltage 
section. Indication 

label

The correct direction is 
indicated.

There is a risk of a burn 
if contacting a high-
temperature section.

Connection of a earth 
cable is indicated.

3

2

1
1

2 3

Items requiring special attention
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Turning the power off: Turning the power switch off, then removing the power plug from the outlet. This 
applies to the following.

SAFETY PRECAUTIONS

 1. When it is necessary to open the control box containing electrical parts, be sure to turn the power off and 
wait for fi ve minutes or more before opening the cover in order to prevent accident leading to electrical 
shock.

CAUTION
Basic precaution

 1. Be sure to read the instruction manual and other explanatory documents supplied with accessories of 
the machine before using the machine. Carefully keep the instruction manual and the explanatory docu-
ments at hand for quick reference.

 2. The content of this section includes items which are not contained in the specifi cations of your product.
 3. Be sure to wear safety goggles to protect against accident caused by needle breakage.
 4. Those who use a heart pacer have to use the machine after consultation with a medical specialist.

Safety devices and warning labels
 1. Be sure to operate the machine after verifying that safety device(s) is correctly installed in place and 

works normally in order to prevent accident caused by lack of the device(s). 
 2. If any of the safety devices is removed, be sure to replace it and verify that it works normally in order to 

prevent accident that can result in personal injury or death.
 3. Be sure to keep the warning labels adhered on the machine clearly visible in order to prevent accident 

that can result in personal injury or death. If any of the labels has stained or come unstuck, be sure to 
change it with a new one.

Application and modifi cation
 1. Never use the machine for any application other than its intended one and in any manner other than that 

prescribed in the instruction manual in order to prevent accident that can result in personal injury or death.
  JUKI assumes no responsibility for damages or personal injury or death resulting from the use of the 

machine for any application other than the intended one. 
 2. Never modify and alter the machine in order to prevent accident that can result in personal injury or death. 
  JUKI assumes no responsibility for damages or personal injury or death resulting from the machine 

which has been modifi ed or altered.

Education and training
 1. In order to prevent accident resulting from unfamiliarity with the machine, the machine has to be used 

only by the operator who has been trained/educated by the employer with respect to the machine opera-
tion and how to operate the machine with safety to acquire adequate knowledge and operation skill. To 
ensure the above, the employer has to establish an education/training plan for the operators and edu-
cate/train them beforehand.

Items for which the power to the machine has to be turned off
 

Accident means "to cause 
personal injury or death or 
damage to property."

 1. Be sure to immediately turn the power off if any abnormality or failure is found or in the case of power 
failure in order to protect against accident that can result in personal injury or death.

 2. To protect against accident resulting from abrupt start of the machine, be sure to carry out the follow-
ing operations after turning the power off. For the machine incorporating a clutch motor, in particular, 
be sure to carry out the following operations after turning the power off and verifying that the machine 
stops completely. 

 2-1. For example, threading the parts such as the needle, looper, spreader etc. which have to be 
threaded, or changing the bobbin.

 2-2. For example, changing or adjusting all component parts of the machine.
 2-3. For example, when inspecting, repairing or cleaning the machine or leaving the machine.
 3. Be sure to remove the power plug by holding the plug section instead of the cord section in order to pre-

vent electrical-shock, earth-leakage or fi re accident. 
 4. Be sure to turn the power off whenever the machine is left unattended between works.
 5. Be sure to turn the power off in the case of power failure in order to prevent accident resulting of break-

age of electrical components.

DANGER

PRECAUTIONS TO BE TAKEN IN VARIOUS OPERATION STAGES
Transportation

 1. Be sure to lift and move the machine in a safe manner taking the machine weight in consideration. Refer 
to the text of the instruction manual for the mass of the machine.
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 2. Be sure to take suffi cient safety measures to prevent falling or dropping before lifting or moving the 
machine in order to protect against accident that can result in personal injury or death.

 3. Once the machine has been unpacked, never re-pack it for transportation to protect the machine against 
breakage resulting from unexpected accident or dropping.

Unpacking
 1. Be sure to unpack the machine in the prescribed order in order to prevent accident that can result in 

personal injury or death. In the case the machine is crated, in particular, be sure to carefully check nails. 
The nails have to be removed.

 2. Be sure to check the machine for the position of its center of gravity and take it out from the package 
carefully in order to prevent accident that can result in personal injury or death.

Installation
(!) Table and table stand

 1. Be sure to use JUKI genuine table and table stand in order to prevent accident that can result in 
personal injury or death. If it is inevitable to use a table and table stand which are not JUKI genuine 
ones, select the table and table stand which are able to support the machine weight and reaction force 
during operation.  

 2. If casters are fi tted to the table stand, be sure to use the casters with a locking mechanism and lock 
them to secure the machine during the operation, maintenance, inspection and repair in order to prevent 
accident that can result in personal injury or death.

(@) Cable and wiring
 1. Be sure to prevent an extra force from being applied to the cable during the use in order to prevent 

electrical-shock, earth-leakage or fi re accident. In addition, if it is necessary to cable near the operating 
section such as the V-belt, be sure to provide a space of 30 mm or more between the operating section 
and the cable.

 2. Be sure to avoid starburst connection in order to prevent electrical-shock, earth-leakage or fi re accident.
 3. Be sure to securely connect the connectors in order to prevent electrical-shock, earth-leakage or fi re 

accident. In addition, be sure to remove the connector while holding its connector section.
(#) Grounding

 1. Be sure to have an electrical expert install an appropriate power plug in order to prevent accident 
caused by earth-leakage or dielectric strength voltage fault. In addition, be sure to connect the power 
plug to the grounded outlet without exceptions.

 2. Be sure to ground the earth cable in order to prevent accident caused by earth leakage.
($) Motor

 1. Be sure to use the specifi ed rated motor (JUKI genuine product) in order to prevent accident caused by 
burnout.

 2. If a commercially available clutch motor is used with the machine, be sure to select one with an 
entanglement preventive pulley cover in order to protect against being entangled by the V-belt. 

Before operation
 1. Be sure to make sure that the connectors and cables are free from damage, dropout and looseness 

before turning the power on in order to prevent accident resulting in personal injury or death.
 2. Never put your hand into the moving sections of the machine in order to prevent accident that can result 

in personal injury or death.
  In addition, check to be sure that the direction of rotation of the pulley agrees with the arrow shown on pulley.
 3. If the table stand with casters is used, be sure to secure the table stand by locking the casters or with 

adjusters, if provided, in order to protect against accident caused by abrupt start of the machine.
During operation

 1. Be sure not to put your fi ngers, hair or clothing close to the moving sections such as the handwheel, 
hand pulley and motor or place something near those sections while the machine is in operation in order 
to prevent accident caused by entanglement that can result in personal injury or death.

 2. Be sure not to place your fi ngers near the surround area of the needle or inside the thread take-up lever 
cover when turning the power on or while the machine is in operation in order to prevent accident that 
can result in personal injury or death. 

 3. The machine runs at a high speed. Never bring your hands near the moving sections such as looper, 
spreader, needle bar, hook and cloth trimming knife during operation in order to protect your hands 
against injury. In addition, be sure to turn the power off and check to be sure that the machine 
completely stops before changing the thread.

 4. Be careful not to allow your fi ngers or any other parts of your body to be caught between the machine 
and table when removing the machine from or replacing it on the table in order to prevent accident that 
can result in personal injury or death. 

 5. Be sure to turn the power off and check to be sure that the machine and motor completely stop before 
removing the belt cover and V-belt in order to prevent accident caused by abrupt start of the machine or motor.

 6. If a servomotor is used with the machine, the motor does not produce noise while the machine is at rest. 
Be sure not to forget to turn the power off in order to prevent accident caused by abrupt start of the motor.

 7. Never use the machine with the cooling opening of the motor power box shielded in order to prevent fi re 
accident by overheat.
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Lubrication
 1. Be sure to use JUKI genuine oil and JUKI genuine grease to the parts to be lubricated.
 2. If the oil adheres on your eye or body, be sure to immediately wash it off in order to prevent infl ammation or irritation.
 3. If the oil is swallowed unintentionally, be sure to immediately consult a medical doctor in order to pre-

vent diarrhea or vomiting.
Maintenance

 1. In prevention of accident caused by unfamiliarity with the machine, repair and adjustment has to be 
carried out by a service technician who is thoroughly familiar with the machine within the scope defi ned 
in the instruction manual. Be sure to use JUKI genuine parts when replacing any of the machine parts. 
JUKI assumes no responsibility for any accident caused by improper repair or adjustment or the use of 
any part other than JUKI genuine one. 

 2. In prevention of accident caused by unfamiliarity with the machine or electrical-shock accident, be sure 
to ask an electrical technician of your company or JUKI or distributor in your area for repair and mainte-
nance (including wiring) of electrical components.

 3. When carrying out repair or maintenance of the machine which uses air-driven parts such as an air cyl-
inder, be sure to remove the air supply pipe to expel air remaining in the machine beforehand, in order to 
prevent accident caused by abrupt start of the air-driven parts.

 4. Be sure to check that screws and nuts are free from looseness after completion of repair, adjustment 
and part replacement. 

 5. Be sure to periodically clean up the machine during its duration of use. Be sure to turn the power off and 
verify that the machine and motor stop completely before cleaning the machine in order to prevent ac-
cident caused by abrupt start of the machine or motor.

 6. Be sure to turn the power off and verify that the machine and motor stop completely before carrying out 
maintenance, inspection or repair of the machine. (For the machine with a clutch motor, the motor will 
keep running for a while by inertia even after turning the power off. So, be careful.)

 7. If the machine cannot be normally operated after repair or adjustment, immediately stop operation and 
contact JUKI or the distributor in your area for repair in order to prevent accident that can result in per-
sonal injury or death.

 8. If the fuse has blown, be sure to turn the power off and eliminate the cause of blowing of the fuse and re-
place the blown fuse with a new one in order to prevent accident that can result in personal injury or death.

 9. Be sure to periodically clean up the air vent of the fan and inspect the area around the wiring in order to 
prevent fi re accident of the motor.

Operating environment
 1. Be sure to use the machine under the environment which is not affected by strong noise source (electro-

magnetic waves) such as a high-frequency welder in order to prevent accident caused by malfunction of 
the machine.

 2. Never operate the machine in any place where the voltage fl uctuates by more than "rated voltage ±10 %" 
in order to prevent accident caused by malfunction of the machine.

 3. Be sure to verify that the air-driven device such as an air cylinder operates at the specifi ed air pressure 
before using it in order to prevent accident caused by malfunction of the machine.

 4. To use the machine with safety, be sure to use it under the environment which satisfi es the following conditions:
  Ambient temperature during operation     5℃ to 35℃
  Relative humidity during operation     35 % to 85 %
 5. Dew condensation can occur if bringing the machine suddenly from a cold environment to a warm one. So, 

be sure to turn the power on after having waited for a suffi cient period of time until there is no sign of wa-
ter droplet in order to prevent accident caused by breakage or malfunction of the electrical components.

 6. Be sure to stop operation when lightning fl ashes for the sake of safety and remove the power plug in 
order to prevent accident caused by breakage or malfunction of the electrical components.

 7. Depending on the radio wave signal condition, the machine may generate noise in the TV or radio. If this 
occurs, use the TV or radio with kept well away from the machine.

 8. For the worker who is involved in the work to be done in the environment relevant to "noise value in the 
working environment is 85 dB or more and less than 90 dB", be sure to take appropriate measures, as 
required, such as the use of ear protection or the like to protect against health hazard. In addition, for the 
worker who is involved in the work to be done in the environment relevant to "noise level in the working 
environment is 90 dB or more," be sure to instruct him/her to wear ear protection without exceptions in 
order to protect against health hazard, and display a sign explaining how to use the ear protection at an 
easily viewable location for the worker.
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FOR SAFE OPERATION

 1. To achieve, security, be sure that the power supply earth wire has been connected before 
operating the sewing machine.

 2. Before inserting/removing the power plug, the power switch has to be turned OFF in advance.

 3. In time of thunder and lightning, stop your work and disconnect the power plug from the 
receptacle so as to ensure safety.

 4. When you move the unit from a cold place directly to a warm place, dew condensation 
may result. Turn ON the power to the unit after you have confi rmed there is no fear of dew 
condensation.

 5. To prevent fi res, periodically draw out the power plug from the plug socket and clean the root of 
the pins and the space between pins.

 6. The looper oscillates at a high speed while you are operating the sewing machine. To protect 
your hands, keep your hands away from the vicinity of the looper. In addition, be sure to turn 
the power OFF before threading the machine head.

 7. To avoid possible accidents due to abrupt start of the machine, be sure to turn OFF the power 
to the machine.

 8. Be careful of handling this product so as not to pour water or oil, shock by dropping, and the 
like since this product is a precision instrument. 

 1. Keep your hands away from the needle when you turn the power switch ON or while the 
machine is operating.

 2. Do not put your fi ngers into the thread take-up cover while the machine is operating.

 3. Keep your fi ngers, head hair or clothes away from the vicinity of the handwheel and thread take-
up lever or keep clean this area while the sewing machine is running.

 4. Never operate the machine with the fi nger guard removed.

• Before you put the machine into operation for the fi rst time after the set-up, clean it thoroughly.

 Remove all dust gathering during transportation and oil it well.

• Confi rm that voltage has been correctly set.

 Confi rm that the power plug has been properly connected to the power supply.

• Never use the machine in the state where the voltage type is different from the designated one.

• The direction of normal rotation of the machine is counterclockwise as observed from the pulley side.

 Take care not to allow the machine to rotate in the reverse direction.

• Never operate the sewing machine unless the sewing machine is suffi ciently lubricated.

• To operate the sewing machine, be sure to install the sewing machine on the table. Then, turn ON the 

power switch.

• Be sure to remove thread from the machine head and looper before starting a trial run. 

• Be sure to use your sewing machine with the speed of stitch lowered to 3,300 sti/min or less for the fi rst 

month after installation.

• Operate the handwheel after the machine has totally stopped.

BEFORE OPERATION

CAUTION :
Check the following so as to prevent maloperation of and damage to the machine.

CAUTION :
Note that safety devices such as “eye guard”, “fi nger guard”, etc. may be omitted from the 
illustrations in this Instruction Manual for easy explanation.
When operating the machine, be sure not to remove these safety devices.
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1) When carrying the sewing machine, be sure to carry by 
two people.

(Caution) Do not hold the pulley.
2) Do not place a protruding object, such as a screw driver, 

at a place where the sewing machine is to be installed.
3) Attach belt dodging base 1 to the sewing machine with 

hexagon head bolt 2.
4) Put the sewing machine on the table and determine its 

position (belt groove and through hole 3 for passing 
the presser bar lifter chain).

5) Attach two machine head support plates 4 to the 
sewing machine by means of screw 5. Fix the plates 
on the table by means of hexagonal bolt 6, washer 7, 
spring washer 8 and nut 9.

6) Place a level on bed side plate !0 in a lateral direction 
and a longitudinal direction to check that the sewing 
machine is properly placed in a horizontal position.

7) Install belt cover !1, V belt, belt cover lid !2, and top 
cover !3 on the sewing machine and fix them with 
screws !4 and !5.

 When installing the belt over, temporarily tighten the 
screw fi rst. Then, securely tighten the screw after the 
installation of all related parts.

Model MS-1190/V045 MS-1190/V046 MS-1190M/V045 MS-1190M/V046

Application For light-weight materials For medium-weigth materials

Number of needle 2

Sewing speed Max. 4,000 sti/min  (normal 3,500 sti/min) 

Needle

ORGAN TV x 64-NY #8 to #14 ORGAN TV x 64-NY #12 to #19 
(standard #12) (standard #16)

SCHMETZ B-64 Nm. 60 to Nm. 90 SCHMETZ B-64 Nm. 80 to Nm. 120
(standard Nm. 80) (standard Nm. 100)

Height of presser foot 10 mm

Feed system Intermittent feed by means of a one-touch utility clutch Link rate adjustable

Stitch length 1.2 to 3.2 mm (with a cloth puller)

Needle gauge 1/8", 5/32", 3/16", 7/32", 1/4") 

Circumference of cylinder 171 mm

Lubricating oil JUKI New Defrix Oil No.1

Noise

- Equivalent continuous emis-
sion sound pressure level 
(LpA) at the workstation:

 A-weighted value of 81.5 
dB; (Includes KpA = 2.5 dB); 
according to ISO 10821- C.6.2 
-ISO 11204 GR2 at 4,000 
sti/min.

- Sound power level (LWA);
 A-weighted value of 89.5 dB; 

(Includes KWA = 2.5 dB); 
according to ISO 10821- C.6.2 
-ISO 11204 GR2 at 4,000 
sti/min.

- Equivalent continuous emis-
sion sound pressure level 
(LpA) at the workstation:

 A-weighted value of 80.0 
dB; (Includes KpA = 2.5 dB); 
according to ISO 10821- C.6.2 
-ISO 11204 GR2 at 4,000 
sti/min.

- Equivalent continuous emis-
sion sound pressure level 
(LpA) at the workstation:

 A-weighted value of 81.5 
dB; (Includes KpA = 2.5 dB); 
according to ISO 10821- C.6.2 
-ISO 11204 GR2 at 4,000 
sti/min.

- Sound power level (LWA);
 A-weighted value of 90.5 dB; 

(Includes KWA = 2.5 dB); 
according to ISO 10821- C.6.2 
-ISO 11204 GR2 at 4,000 
sti/min.

- Equivalent continuous emis-
sion sound pressure level 
(LpA) at the workstation:

 A-weighted value of 80.0 
dB; (Includes KpA = 2.5 dB); 
according to ISO 10821- C.6.2 
-ISO 11204 GR2 at 4,000 
sti/min.

!3

!2

1

!5

4

9

6

7

8

2

!1

!4

!0

3

5

4

1. SETTING UP THE SEWING MACHINE

SPECIFICATIONS 

Model V045 V046

Application Cloth puller for light- to extra-heavy-weight materials

Cloth puller type Upper roller feed Upper/lower roller feed
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15mm

9.8N

Assemble the thread stand device. Fit it in the hole in the 
table. Tighten locknut 1 so that the thread stand does not 
fl uctuate. 

1

2. ADJUSTING THE BELT TENSION

WARNING :
To protect against possible personal injury due to abrupt start of the machine, be sure to start the following 
work after turning the power off and ascertaining that the motor is at rest.

3. INSTALLING THE THREAD STAND

Adjust the belt tension with the height of the motor so that 
the belt sags 15 mm when the center of V belt is applied 
with a 9.8N load.

Handwheel

Motor pulley

4. INSTALLING THE KNEE LIFTER
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5. LUBRICATION

WARNING :
To protect against possible personal injury due to abrupt start of the machine, be sure to start the following 
work after turning the power off and ascertaining that the motor is at rest.

WARNING :
To protect against possible personal injury due to abrupt start of the machine, be sure to start the following 
work after turning the power off and ascertaining that the motor is at rest.

6. ATTACHING A NEEDLE
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MS-1190/V045
MS-1190/V046

7. THREADING THE MACHINE HEAD

WARNING :
To protect against possible personal injury due to abrupt start of the machine, be sure to start the following 
work after turning the power off and ascertaining that the motor is at rest.
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MS-1190M/V045
MS-1190M/V046
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9. ADJUSTING THE PRESSURE OF THE PRESSER FOOT

8. THREAD TENSION
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WARNING :
To protect against possible personal injury due to abrupt start of the machine, be sure to start the following 
work after turning the power off and ascertaining that the motor is at rest.

WARNING :
To protect against possible personal injury due to abrupt start of the machine, be sure to start the following 
work after turning the power off and ascertaining that the motor is at rest.

10. ADJUSTING THE STITCH LENGTH

11. ADJUSTING THE LOOPER CAM
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Adjust the projecting amount of the feed dog from the throat plate 
when the feed dog is lifter the most to 0.8 mm for the MS-1190/
V045 and MS-1190/V046, and to 1.0 mm for the MS-1190M/V045 
and MS-1190M/V046.

7mm

14. ADJUSTING THE POSITION OF THE NEEDLE THREAD TAKE-UP 
LEVER GUIDE (MS-1190/V045, MS-1190/V046)

WARNING :
To protect against possible personal injury due to abrupt start of the machine, be sure to start the following 
work after turning the power off and ascertaining that the motor is at rest.

WARNING :
To protect against possible personal injury due to abrupt start of the machine, be sure to start the following 
work after turning the power off and ascertaining that the motor is at rest.

WARNING :
To protect against possible personal injury due to abrupt start of the machine, be sure to start the following 
work after turning the power off and ascertaining that the motor is at rest.

12. HEIGHT OF THE FEED DOG

13. TIMING TO RELEASE THE NEEDLE THREAD TENSION

MS-1190/V045
MS-1190/V046
MS-1190M/V045
MS-1190M/V046

0.8 mm

　1.0 mm

｝
｝
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Model Number of revolution 
of sewing machine

Effective 
diameter of 
handwheel

Number of 
poles of motor Frequency.

 Number of 
revolution of 

motor

Effective 
diameter of 

motor pulley

MS-1190/V045
MS-1190/V046
MS-1190M/V045
MS-1190M/V046

4,000 sti/min

67.4mm 2

50Hz 2,865 rpm 95mm

60Hz 3,430 rpm 80mm

3,600 sti/min
50Hz 2,865 rpm 85mm

60Hz 3,430 rpm 70mm

WARNING :
To protect against possible personal injury due to abrupt start of the machine, be sure to start the following 
work after turning the power off and ascertaining that the motor is at rest.

The relation among the motor pulley, the sewing speed of sewing machine is as shown in the table below:

16. MOTOR PULLEY AND SEWING SPEED

15. ADJUSTING THE INTERMEDIATE THREAD GUIDE (MS-1190M/V045, 
MS-1190M/V046)
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1

B

17. HOW TO ADJUST THE V045, V046

A

(1) Adjustment of timing between the main body of 
sewing machine and the V0 device

1) Adjust the amount of feed of the main body of sewing 
machine to 1.6 mm for the MS-1190/V045 and 
MS-1190/V046, and to 2.3 mm for the MS-1190M/V045 
and MS-1190M/V046.

2) Loosen adjusting screw 1 of the V0 device. Set 
the adjusting screw at position A (2.0 mm) for the 
MS-1190/V045 and MS-1190/V046, and at position B 
(2.5 mm) for the MS-1190M/V045 and MS-1190M/
V046. Then, fi x the adjusting screw.

C.
C

(Caution) In the case urethane roller is used, set the 
roller pressure to a lower value than the 
set value for the steel roller. An excessive 
pressure can deform the urethane roller or 
can apply an extra load to the V0 device.
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A

A:  V045, V046 In the case of the steel roller → 0.01 to 0.1 mm
      V045, V046 In the case of the urethane roller 
    → No clearance should be provided between 
         the roller and the throat plate.

1) Loosen nut 1 . Adjust the clearance by turning 
adjusting screw 2.

 In the case the steel roller is used:
 Adjust the clearance provided between the roller and 

the throat plate (bottom roller) to 0.01 to 0.1 mm.
 In the case the urethane roller is used:
 Adjust the clearance provided between the roller and 

the throat plate (bottom roller) to 0 mm so that no 
clearance is provided between them.

(V045)
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18. TABLE OF REPLACEABLE GAUGES

(1) MS-1190/V045, MS-1190M/V045

Model

1 2 3 4 5

Part name
Gauge set

(with fi nger guard)
Throat plate Needle clamp (asm.)

Presser foot (asm.)
(with fi nger guard)

Feed dog (asm.)

Needle gauge

Code inch mm

MS-1190

/V045

B 1/8 3.2 MAV04570AB0 MAV04570A00 12926051 MAV04581AB0

MAV04593000
C 5/32 4.0 MAV04571BB0 MAV04571B00 12926150 MAV04582BB0
D 3/16 4.8 MAV04572CB0 MAV04572C00 12925954 MAV04583CB0
E 7/32 5.6 MAV04573DB0 MAV04573D00 12926259 MAV04584DB0
F 1/4 6.4 MAV04574EB0 MAV04574E00 12926358 MAV04585EB0 MAV04594000

MS-1190M

/V045

B 1/8 3.2 MAV04575AB0 MAV04575A00 12926051 MAV04586AB0

MAV04595000
C 5/32 4.0 MAV04576BB0 MAV04576B00 12926150 MAV04587BB0
D 3/16 4.8 MAV04577CB0 MAV04577C00 12925954 MAV04588CB0
E 7/32 5.6 MAV04578DB0 MAV04578D00 12926259 MAV04589DB0
F 1/4 6.4 MAV04579EB0 MAV04579E00 12926358 MAV04590EB0 MAV04596000

Model

6 7

Part name Looper (L) (asm.) Looper (R) (asm.)

Needle gauge

Code inch mm

MS-1190

/V045

B 1/8 3.2 12941555 12940656
C 5/32 4.0 12941654 12940755
D 3/16 4.8 12941456 12940557
E 7/32 5.6 12941753 12940854
F 1/4 6.4 12941852 12940953

MS-1190M

/V045

B 1/8 3.2 12941555 12940656
C 5/32 4.0 12941654 12940755
D 3/16 4.8 12941456 12940557
E 7/32 5.6 12941753 12940854
F 1/4 6.4 12941852 12940953

(2) MS-1190/V046, MS-1190M/V046

Model

1 2 3 4 5

Part name
Gauge set

(with fi nger guard)
Throat plate Needle clamp (asm.)

Presser foot (asm.)
(with fi nger guard)

Feed dog (asm.)

Needle gauge

Code inch mm

MS-1190

/V046

B 1/8 3.2 12923561 12923504 12926051 12927869

12932307
C 5/32 4.0 12923660 12923603 12926150 12927968
D 3/16 4.8 12923462 12923405 12925954 12927760
E 7/32 5.6 12923769 12923702 12926259 12928065
F 1/4 6.4 12923868 12923801 12926358 12928164 12932406

MS-1190M

/V046

B 1/8 3.2 12980561 12980504 12926051 12982666

12983508
C 5/32 4.0 12980660 12980603 12926150 12982765
D 3/16 4.8 12980462 12980405 12925954 12982567
E 7/32 5.6 12980769 12980702 12926259 12982864
F 1/4 6.4 12980868 12980801 12926358 12982963 12983607
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1 2 3

Part name Folder (asm.)

Needle gauge
M295 M296 M297

Code inch mm

B 1/8 3.2 MAM2950AAAA MAM2960AAAA MAM2970AAAA
C 5/32 4.0 MAM2950BBAA MAM2960BBAA MAM2970BBAA
D 3/16 4.8 MAM2950CCAA MAM2960CCAA MAM2970CCAA
E 7/32 5.6 MAM2950DDAA MAM2960DDAA MAM2970DDAA
F 1/4 6.4 MAM2950EEAA MAM2960EEAA MAM2970EEAA

1 2 3 4 5

Part name Cloth puller (asm.) V045 Cloth puller (asm.) V046

Needle gauge

Steel roller Urethane roller Steel roller Urethane roller Bottom roller

Code inch mm

B 1/8 3.2

MAV045450A0 MAV045500B0 MAV04640000 MAV046410A0 MAV046210B0
C 5/32 4.0
D 3/16 4.8
E 7/32 5.6
F 1/4 6.4

* A folder is not included in the gauge set.

Code of folder

 M295 ̶ For extra light-weight materials

 M296 ̶ For light-weight materials 

                   (Equipped on MS-1190 as standard)

 M297 ̶ For medium-weight materials

                   (Equipped on MS-1190M as standard)

* The cloth puller is not included in the gauge set.

Kinds of cloth pullers

Steel roller ̶ For medium-weight materials

Urethane roller ̶ For light to extra light-weight materials

Model

6 7

Part name Looper (L) (asm.) Looper (R) (asm.)

Needle gauge

Code inch mm

MS-1190

/V046

B 1/8 3.2 12941555 12940656
C 5/32 4.0 12941654 12940755
D 3/16 4.8 12941456 12940557
E 7/32 5.6 12941753 12940854
F 1/4 6.4 12941852 12940953

MS-1190M

/V046

B 1/8 3.2 12941555 12940656
C 5/32 4.0 12941654 12940755
D 3/16 4.8 12941456 12940557
E 7/32 5.6 12941753 12940854
F 1/4 6.4 12941852 12940953

(3) Folder

(4) Cloth puller
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1 • Es besteht die Möglichkeit, dass leichte bis schwere Verletzungen oder Tod verursacht werden.
 • Es besteht die Möglichkeit, dass Verletzungen durch Berührung beweglicher Teile verursacht werden.
2 • Durchführung von Näharbeiten mit Schutzplatte.
 • Durchführung von Näharbeiten mit Schutzabdeckung.
 • Durchführung von Näharbeiten mit Schutzvorrichtung.
3 • Schalten Sie unbedingt die Stromversorgung aus, bevor Sie „Einfädeln des Maschinenkopfs“, „Nadelwechsel“, 

„Spulenwechsel“ oder „Ölen und Reinigen“ ausführen.

Für eine Nähmaschine, automatische Maschine und Zusatzvorrichtungen (im Folgenden kollektiv als "Maschine" 
bezeichnet), ist es unerlässlich, die Näharbeit in der Nähe von beweglichen Teilen der Maschine durchzuführen. Dies 
bedeutet, dass stets die Möglichkeit besteht, versehentlich mit den beweglichen Teilen in Berührung zu kommen. Daher 
empfehlen wir dem Bedienungs- und Wartungspersonal, das sich mit der Bedienung, Wartung und Reparatur der Maschine 
befasst, dringend, vor der Benutzung/Wartung der Maschine die folgenden  Sicherheitshinweise  aufmerksam zu lesen 
und voll zu verstehen. Der Inhalt der  Sicherheitshinweise  schließt Punkte ein, die nicht in den technischen Daten Ihres 
Produkts enthalten sind.
Die Gefahrenbezeichnungen sind in die folgenden drei Kategorien eingeteilt, um die Bedeutung der Aufkleber zu verstehen. 
Machen Sie sich unbedingt mit der folgenden Beschreibung vertraut, und halten Sie sich genau an die Anweisungen.

ZUR GEWÄHRLEISTUNG DES SICHEREN GEBRAUCHS IHRER NÄHMASCHINE

(!) Erläuterung der Gefahrenstufen

Dieser Hinweis wird gegeben, wenn die Möglichkeit für Lebens- oder Verletzungsgefahr besteht, falls die verantwortliche Person oder 
Dritte die Maschine falsch behandeln oder gefährliche Situationen während des Betriebs oder der Wartung der Maschine nicht vermeiden.

Dieser Hinweis wird gegeben, wenn unmittelbare Lebens- oder Verletzungsgefahr besteht, falls die verantwortliche Person oder Dritte 
die Maschine falsch behandeln oder gefährliche Situationen während des Betriebs oder der Wartung der Maschine nicht vermeiden.

Dieser Hinweis wird gegeben, wenn die Gefahr mittelschwerer oder leichter Verletzungen besteht, falls die verantwortliche Person oder 
Dritte die Maschine falsch behandeln oder gefährliche Situationen während des Betriebs oder der Wartung der Maschine nicht vermeiden.

GEFAHR :

WARNUNG :

VORSICHT :

(@) Erläuterung der Bildwarnhinweise und Warnaufkleber

Bildwarn-
hinweis

Bei Berührung eines be-
weglichen Teils besteht 
Verletzungsgefahr.

Es besteht die Gefahr, 
vom Riemen erfasst zu 
werden, was zu Verlet-
zungen führen kann.

Bei Berührung eines 
Hochspannungsteils be-
steht Stromschlaggefahr.

Hin-
weisauf-
kleber

Die korrekte Richtung 
wird angegeben.

Bei Berührung eines 
heißen Teils besteht Ver-
brennungsgefahr.

Der Anschluss eines Er-
dungskabels wird ange-
geben.

3

2

1
1

2 3

Besonders zu beachtende Punkte
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Ausschalten der Stromversorgung: Ausschalten des Netzschalters, dann Abziehen des Netzsteckers von 
der Steckdose. Dies gilt für Folgendes.

SICHERHEITSHINWEISE

 1. Sollte es notwendig sein, den Schaltkasten mit Elektroteilen zu öffnen, schalten Sie unbedingt die 
Stromversorgung aus, und warten Sie fünf Minuten oder länger, bevor Sie die Abdeckung öffnen, um 
einen Unfall zu verhüten, der zu einem Stromschlag führt.

VORSICHT
Grundsätzliche Vorsichtsmaßnahmen

 1. Lesen Sie vor der Benutzung der Maschine unbedingt die Bedienungsanleitung und andere erläuternde 
Dokumente durch, die mit dem Zubehör der Maschine geliefert werden. Bewahren Sie die Bedienungs-
anleitung und die erläuternden Dokumente für schnelles Nachschlagen griffbereit auf.

 2. Der Inhalt dieses Abschnitts schließt Punkte ein, die nicht in den technischen Daten Ihres Produkts enthalten sind.
 3. Tragen Sie unbedingt eine Schutzbrille, um sich vor Unfällen zu schützen, die durch Nadelbruch verursacht werden.
 4. Personen, die einen Herzschrittmacher benutzen, sollten vor der Benutzung der Maschine einen Facharzt konsultieren.

Sicherheitsvorrichtungen und Warnaufklebe
 1. Betreiben Sie die Maschine erst, nachdem Sie sich vergewissert haben, dass die Sicherheitsvorrich-

tungen korrekt installiert sind und normal funktionieren, um durch Fehlen der Vorrichtungen verursachte 
Unfälle zu verhüten. 

 2. Wird eine der Sicherheitsvorrichtungen entfernt, achten Sie darauf, dass sie ersetzt wird und normal 
funktioniert, um Unfälle zu verhüten, die zu Verletzungen oder Tod führen können.

 3. Sorgen Sie dafür, dass die an der Maschine angebrachten Warnaufkleber deutlich sichtbar sind, um Un-
fälle zu verhüten, die zu Verletzungen oder Tod führen können. Falls einer der Aufkleber verschmutzt ist 
oder sich gelöst hat, ersetzen Sie ihn unbedingt durch einen neuen.

Anwendung und Modifi zierung
 1. Benutzen Sie die Maschine niemals für andere Anwendungen als die vorgesehene und auf irgendeine 

Weise, die von der Beschreibung in dieser Anleitung abweicht, um Unfälle zu verhüten, die zu Verlet-
zungen und Tod führen können.

  JUKI übernimmt keine Verantwortung für Schäden, Verletzungen oder Todesfälle, die durch zweckent-
fremdeten Gebrauch der Maschine entstehen.

 2. Unterlassen Sie jegliche Modifi kationen und Abänderungen der Maschine, um Unfälle zu verhüten, die 
zu Verletzungen oder Tod führen können.

  JUKI übernimmt keine Verantwortung für Schäden, Verletzungen oder Todesfälle, die auf den Gebrauch 
einer modifi zierten oder abgeänderten Maschine zurückzuführen sind.

Ausbildung und Schulung
 1. Um Unfälle zu verhüten, die aus Unvertrautheit mit der Maschine resultieren, darf die Maschine nur von 

Personen benutzt werden, die vom Arbeitgeber hinsichtlich des Maschinenbetriebs und der sicheren 
Bedienung der Maschine geschult/ausgebildet wurden, um entsprechendes Fachwissen und Bedienungs-
fertigkeiten zu erwerben. Um dies zu gewährleisten, muss der Arbeitgeber einen Ausbildungs-/Schulungs-
plan für das Bedienungspersonal aufstellen und dieses vorher ausbilden/schulen.

Vorgänge, für die die Stromversorgung der Maschine ausgeschaltet werden muss
 

Ein Unfall bedeutet "die Ver-
ursachung von Verletzungen 
oder Tod oder Sachschäden".

 1. Schalten Sie sofort die Stromversorgung aus, falls Sie irgendeine Unregelmäßigkeit oder Störung feststellen, 
oder bei einem Stromausfall, um Unfälle zu verhüten, die zu Verletzungen oder Tod führen können.

 2. Um Unfälle zu verhüten, die durch plötzliches Anlaufen der Maschine entstehen, führen Sie nach dem 
Ausschalten der Stromversorgung die folgenden Vorgänge aus. Führen Sie besonders für Maschinen 
mit eingebautem Kupplungsmotor nach dem Ausschalten der Stromversorgung die folgenden Vorgänge 
aus, und vergewissern Sie sich, dass die Maschine vollkommen stillsteht.

 2-1. Zum Beispiel Einfädeln von Teilen, wie Nadel, Greifer, Spreizer usw., die eingefädelt werden müs-
sen, oder Wechseln der Spule.

 2-2. Zum Beispiel Austauschen oder Einstellen aller Komponenten der Maschine.
 2-3. Zum Beispiel bei Überprüfung, Reparatur oder Reinigung der Maschine, oder bei Verlassen der Maschi-

ne.
 3. Halten Sie beim Abziehen des Netzstecker den Stecker, nicht das Kabel, um Stromschlag, Kriechstrom 

oder Brand zu verhüten.
 4. Schalten Sie unbedingt die Stromversorgung aus, wann immer Sie die Maschine zwischen Arbeiten un-

beaufsichtigt lassen.
 5. Schalten Sie bei einem Stromausfall unbedingt die Stromversorgung aus, um Unfälle zu verhüten, die 

durch Beschädigung von Elektrokomponenten entstehen.

GEFAHR
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IN VERSCHIEDENEN BETRIEBSPHASEN ZU TREFFENDE VORKEHRUNGEN
Transport

 1. Heben und transportieren Sie die Maschine auf sichere Weise, wobei Sie das Maschinengewicht 
berücksichtigen. Angaben zum Gewicht der Maschine fi nden Sie im Text der Bedienungsanleitung.

 2. Treffen Sie ausreichende Sicherheitsmaßnahmen, um Herunterfallen oder Umkippen der Maschine 
zu verhüten, bevor Sie die Maschine anheben oder transportieren, um Unfälle zu verhüten, die zu 
Verletzungen oder Tod führen können.

 3. Nachdem die Maschine ausgepackt worden ist, darf sie für den Transport keinesfalls wieder verpackt 
werden, um sie vor Beschädigung durch unvorhersehbaren Unfall oder Fallenlassen zu schützen.

Auspacken
 1. Packen Sie die Maschine in der vorgeschriebenen Reihenfolge aus, um Unfälle zu verhüten, die zu 

Verletzungen oder Tod führen können. Achten Sie besonders bei Maschinen, die in Kisten geliefert 
werden, auf Nägel. Die Nägel müssen vorher entfernt werden.

 2. Überprüfen Sie die Maschine auf ihren Schwerpunkt hin, und nehmen Sie sie vorsichtig aus der 
Verpackung, um Unfälle zu verhüten, die zu Verletzungen oder Tod führen können.

Installation
(!) Tisch und Tischständer

 1. Verwenden Sie den Original-JUKI-Tisch und -Tischständer, um Unfälle zu verhüten, die zu 
Verletzungen oder Tod führen können. Lässt sich die Verwendung eines markenfremden Tisches und 
Tischständers nicht vermeiden, wählen Sie einen Tisch und Tischständer aus, die in der Lage sind, dem 
Maschinengewicht und der Reaktionskraft während des Betriebs standzuhalten.

 2. Sind Laufrollen für den Tischständer notwendig, benutzen Sie Laufrollen mit Sperrmechanismus, 
und verriegeln Sie diese, damit die Maschine während Betrieb, Wartung, Überprüfung und Reparatur 
gesichert ist, um Unfälle zu verhüten, die zu Verletzungen oder Tod führen können.

(@) Kabel und Verdrahtung
 1. Vermeiden Sie übermäßige Belastung des Kabels während der Benutzung, um Stromschlag, Kriechstrom oder Brand 

zu verhüten. Ist es außerdem notwendig, das Kabel in der Nähe des Betriebsabschnitts, wie z. B. dem Keilriemen, zu 
verlegen, halten Sie einen Abstand von mindestens 30 mm zwischen dem Betriebsabschnitt und dem Kabel ein.

 2. Vermeiden Sie Mehrfachanschlüsse, um Stromschlag, Kriechstrom oder Brand zu verhüten.
 3. Schließen Sie die Stecker einwandfrei an, um Stromschlag, Kriechstrom oder Brand zu verhüten. Halten 

Sie außerdem beim Abziehen des Kabels nur den Stecker.
(#) Erdung

 1. Lassen Sie einen geeigneten Netzstecker von einem Elektriker installieren, um durch Kriechstrom oder Durchschlag 
verursachte Unfälle zu verhüten. Schließen Sie außerdem den Netzstecker nur an eine geerdete Steckdose an.

 2. Erden Sie das Erdungskabel korrekt, um durch Kriechstrom verursachte Unfälle zu verhüten.
($) Motor

 1. Verwenden Sie einen Motor mit der vorgeschriebenen Nennbelastung (Original-JUKI-Produkt), um durch 
Überlastung verursachte Unfälle zu verhüten.

 2. Wird ein handelsüblicher Kupplungsmotor mit der Maschine verwendet, wählen Sie einen mit 
Riemenscheiben-Schutzabdeckung aus, um Hängenbleiben am Keilriemen zu verhüten.

Vor dem Betrieb
 1. Vergewissern Sie sich, dass die Stecker und Kabel frei von Beschädigung, Störungen und Lockerheit sind, bevor 

Sie die Stromversorgung einschalten, um Unfälle zu verhüten, die zu Verletzungen oder Tod führen können.
 2. Halten Sie niemals Ihre Hand in die beweglichen Abschnitte der Maschine, um Unfälle zu verhüten, die 

zu Verletzungen oder Tod führen können.
  Stellen Sie außerdem sicher, dass die Drehrichtung der Riemenscheibe mit dem Pfeil auf der 

Riemenscheibe übereinstimmt.
 3. Wird ein Tischständer mit Laufrollen verwendet, sichern Sie den Tischständer durch Verriegeln der Laufrollen oder 

mit Einstellern, falls vorhanden, um durch plötzliches Anlaufen der Maschine verursachte Unfälle zu verhüten.
Während des Betriebs

 1. Bringen Sie während des Betriebs der Maschine nicht Ihre Finger, Haare oder Kleidung in die Nähe von 
beweglichen Teilen, wie z. B. Handrad, Riemenscheibe und Motor, und legen Sie auch keine Gegenstände in der 
Nähe dieser Teile ab, um Unfälle durch Hängenbleiben zu verhüten, die zu Verletzungen oder Tod führen können.

 2. Halten Sie Ihre Finger beim Einschalten der Stromversorgung oder während des Betriebs der Maschine 
nicht in die Umgebung der Nadel oder in die Fadenhebelabdeckung, um Unfälle zu verhüten, die zu 
Verletzungen oder Tod führen können.

 3. Die Maschine läuft mit hoher Drehzahl. Halten Sie während des Betriebs niemals Ihre Hände in die 
Nähe von beweglichen Teilen, wie Schleifenfänger, Spreizer, Nadelstange, Greifer und Stoffmesser, 
um Ihre Hände vor Verletzungen zu schützen. Schalten Sie außerdem die Stromversorgung aus, und 
vergewissern Sie sich, dass die Maschine vollkommen stillsteht, bevor Sie den Faden wechseln.

 4. Achten Sie darauf, dass Ihre Finger oder andere Körperteile nicht zwischen Maschine und Tisch 
eingeklemmt werden, wenn Sie die Maschine vom Tisch entfernen oder darauf stellen, um Unfälle zu 
verhüten, die zu Verletzungen oder Tod führen können.

 5. Schalten Sie die Stromversorgung aus, und vergewissern Sie sich, dass Maschine und Motor 
vollkommen stillstehen, bevor Sie Riemenabdeckung und Keilriemen entfernen, um durch plötzliches 
Anlaufen von Maschine oder Motor verursachte Unfälle zu verhüten.
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 6. Wird ein Servomotor mit der Maschine verwendet, erzeugt der Motor bei Stillstand der Maschine kein 
Geräusch. Vergessen Sie nicht, die Stromversorgung auszuschalten, um durch plötzliches Anlaufen des 
Motors verursachte Unfälle zu verhüten.

 7. Benutzen Sie die Maschine niemals mit blockierter Kühlungsöffnung des Motorschaltkastens, um einen 
Brand durch Überhitzung zu verhüten.

Schmierung
 1. Verwenden Sie unbedingt Original-JUKI-Öl und -Fett auf den zu schmierenden Teilen.
 2. Falls Öl in Ihre Augen oder auf Ihren Körper gelangt, waschen Sie es sofort ab, um Entzündung oder 

Hautreizung zu verhüten.
 3. Wird das Öl versehentlich verschluckt, konsultieren Sie sofort einen Arzt, um Durchfall oder Erbrechen zu verhüten.

Wartung
 1. Um einen durch Unvertrautheit mit der Maschine verursachten Unfall zu verhüten, müssen Reparaturen und 

Einstellungen von einem Wartungstechniker ausgeführt werden, der innerhalb des in der Bedienungsanleitung 
beschriebenen Rahmens mit der Maschine gründlich vertraut ist. Verwenden Sie unbedingt Original-JUKI-
Teile als Ersatzteile der Maschine. JUKI übernimmt keine Verantwortung für Unfälle, die auf unsachgemäße 
Reparatur oder Einstellung oder den Gebrauch markenfremder Teile zurückzuführen sind.

 2. Um durch Unvertrautheit mit der Maschine oder Stromschlag verursachte Unfälle zu verhüten, 
überlassen Sie Reparatur- und Wartungsarbeiten von Elektrokomponenten (einschließlich Verkabelung) 
einem Elektriker Ihrer Firma oder von JUKI oder Ihrem Händler.

 3. Sind Reparatur- oder Wartungsarbeiten an einer Maschine notwendig, die luftgetriebene Teile, wie z. B. einen 
Luftzylinder, verwendet, entfernen Sie unbedingt die Luftversorgungsleitung, um vorher die in der Maschine verleibende 
Restluft abzulassen, um durch plötzliches Anlaufen der luftgetriebenen Teile verursachte Unfälle zu verhüten.

 4. Vergewissern Sie sich nach einer Reparatur, einer Einstellung und einem Teilewechsel, dass die 
Schrauben und Muttern fest sitzen.

 5. Unterziehen Sie die Maschine während ihrer Benutzungsdauer einer regelmäßigen Reinigung. Schalten 
Sie unbedingt die Stromversorgung aus, und vergewissern Sie sich, dass Maschine und Motor 
vollkommen stillstehen, bevor Sie die Maschine reinigen, um durch plötzliches Anlaufen von Maschine 
oder Motor verursachte Unfälle zu verhüten.

 6. Schalten Sie unbedingt die Stromversorgung aus, und vergewissern Sie sich, dass Maschine und Motor 
vollkommen stillstehen, bevor Sie Wartungs-, Inspektions- oder Reparaturarbeiten an der Maschine 
ausführen. (Bei Maschinen mit Kupplungsmotor läuft der Motor auch nach dem Ausschalten aufgrund 
der Trägheit noch eine Weile weiter. Lassen Sie daher Sorgfalt walten.)

 7. Falls die Maschine nach einer Reparatur oder Einstellung nicht normal betrieben werden kann, halten 
Sie sofort den Betrieb an, und kontaktieren Sie JUKI oder Ihren Händler bezüglich einer Reparatur, um 
Unfälle zu verhüten, die zu Verletzungen oder Tod führen können.

 8. Falls die Sicherung durchgebrannt ist, schalten Sie die Stromversorgung aus, und beseitigen Sie die 
Ursache für das Durchbrennen der Sicherung. Ersetzen Sie dann die Sicherung durch eine neue, um 
Unfälle zu verhüten, die zu Verletzungen oder Tod führen können.

 9. Reinigen Sie die Entlüftungsöffnung des Lüfters regelmäßig, und überprüfen Sie den Bereich um die 
Verkabelung, um einen Brand des Motors zu verhüten.

Betriebsumgebung
 1. Benutzen Sie die Maschine in einer Umgebung, die nicht von starken Störquellen (elektromagnetischen 

Wellen), wie z. B. Hochfrequenzschweißer, beeinfl usst ist, um durch eine Funktionsstörung der Maschine 
verursachte Unfälle zu verhüten.

 2. Betreiben Sie die Maschine niemals an einem Ort, wo die Spannung um mehr als "Nennspannung ±10 
%" schwankt, um durch eine Funktionsstörung der Maschine verursachte Unfälle zu verhüten.

 3. Prüfen Sie unbedingt, ob eine luftgetriebene Vorrichtung, wie z. B. ein Luftzylinder, mit dem 
vorgeschriebenen Luftdruck arbeitet, bevor Sie diese benutzen, um durch eine Funktionsstörung der 
Maschine verursachte Unfälle zu verhüten.

 4. Um die Sicherheit der Maschine zu gewährleisten, betreiben Sie sie in einer Umgebung, welche die 
folgenden Bedingungen erfüllt:

  Umgebungstemperatur während des Betriebs     5°C bis 35°C
  Relative Luftfeuchtigkeit während des Betriebs     35 % bis 85 %
 5. Taukondensation kann auftreten, wenn die Maschine plötzlich von einem kalten zu einem warmen 

Ort gebracht wird. Schalten Sie daher die Stromversorgung erst ein, nachdem Sie ausreichend lange 
gewartet haben, bis keine Anzeichen von Wassertropfen mehr vorhanden sind, um durch Beschädigung 
oder Funktionsstörung der elektrischen Komponenten verursachte Unfälle zu verhüten.

 6. Halten Sie die Maschine bei einem Gewitter aus Sicherheitsgründen an, und ziehen Sie den Netzstecker ab, um 
durch Beschädigung oder Funktionsstörung der elektrischen Komponenten verursachte Unfälle zu verhüten.

 7. Abhängig von den Funkwellen-Signalbedingungen kann die Maschine Störungen in Fernsehgeräten oder Radios 
erzeugen. Sollte dies eintreten, benutzen Sie das Fernsehgerät oder Radio in ausreichendem Abstand von der Maschine.

 8. Arbeiter, die in einer Umgebung arbeiten müssen, in welcher der "Geräuschpegel am Arbeitsplatz 
85 dB oder mehr und weniger als 90 dB" beträgt, sollten bei Bedarf entsprechende Maßnahmen, wie 
die Verwendung von Gehörschützern o. Ä., ergreifen, um sich vor Gesundheitsschäden zu schützen. 
Darüber hinaus sollten Arbeiter, die in einer Umgebung arbeiten müssen, in welcher der "Geräuschpegel 
am Arbeitsplatz 90 dB oder mehr" beträgt, angewiesen werden, ausnahmslos Gehörschützer zu tragen, 
um sich vor Gesundheitsschäden zu schützen. Außerdem sollte an einem für die Arbeiter gut sichtbaren 
Ort ein Schild aufgehängt werden, das den Gebrauch von Gehörschützern erklärt.
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FÜR SICHEREN BETRIEB

  1. Vergewissern Sie sich aus Sicherheitsgründen vor der Inbetriebnahme der Nähmaschine, daß 
der Erdleiter des Netzkabels geerdet ist.

  2. Schalten Sie vor dem Einstecken/Abziehen des Netzsteckers grundsätzlich den Netzschalter 
aus.

  3. Brechen Sie bei Gewitter die Arbeit ab, und ziehen Sie zur Sicherheit den Netzstecker von der 
Steckdose ab.

  4. Wenn die Maschine direkt von einem kalten zu einem warmen Ort gebracht wird, kann es zu 
Kondenswasserbildung kommen. Schalten Sie die Maschine erst ein, nachdem Sie sich verge-
wissert haben, daß keine Gefahr von Kondenswasserbildung besteht.

  5. Um Brände zu verhüten, ziehen Sie gelegentlich den Netzstecker aus der Steckdose, und reini-
gen Sie die Basis der Stifte und den Zwischenraum zwischen den Stiften. 

  6. Der Greifer rotiert während des Betriebs der Nähmaschine mit hoher Geschwindigkeit. Um Ihre 
Hände vor Verletzung zu schützen, halten Sie sie vom Greiferbereich fern. Schalten Sie außer-
dem die Stromversorgung aus, bevor Sie den Maschinenkopf einfädeln.

  7. Um mögliche Unfälle durch plötzliches Anlaufen der Maschine zu vermeiden, schalten Sie unbe-
dingt die Stromversorgung der Maschine aus.

  8.  Behandeln Sie dieses Produkt mit Sorgfalt, um kein Wasser oder Öl darauf zu verschütten oder 
es durch Fallenlassen zu erschüttern usw., da es sich um ein Präzisionsinstrument handelt.

  1. Halten Sie beim Einschalten des Netzschalters oder während des Betriebs der Maschine Ihre 
Hände von der Nadel fern.

  2. Fassen Sie während des Betriebs der Maschine nicht mit Ihren Fingern hinter die Fadenhebelab-
deckung.

  3. Halten Sie Finger, Kopf, Haare oder Kleidung aus dem Bereich von Handrad und Fadenhebel 
fern, bzw. halten Sie diesen Bereich während des Betriebs der Nähmaschine sauber.

  4. Betreiben Sie die Maschine niemals ohne den Fingerschutz.

• Die Maschine sollte vor dem erstmaligen Betrieb nach der Aufstellung gründlich gereinigt werden.

 Entfernen Sie allen Staub, der sich während des Transports abgesetzt hat, und auch Öl.

• Überprüfen Sie, daß die Spannung richtig eingestellt ist und der Netzstecker fest in die Netzsteckdose 

eingesteckt ist.

• Benutzen Sie die Maschine niemals, wenn die Netzspannung nicht der Nennspannung entspricht.

• Die normale Drehrichtung der Maschine ist die Drehung im Gegenuhrzeigersinn, von der Scheibenseite 

aus gesehen. Achten Sie darauf, daß sich die Maschine nicht in der entgegengesetzten Richtung dreht.

• Betreiben Sie die Nähmaschine niemals, wenn sie nicht ausreichend geschmiert ist.

• Zum Betrieb muss die Nähmaschine auf dem Tisch installiert werden. Schalten Sie dann den Netzschal-

ter ein.

• Entfernen Sie Fäden von Maschinenkopf und Greifer vor Beginn eines Probelaufs.

• Benutzen Sie Ihre Nähmaschine während des ersten Monats nach der Installation mit herabgesetzter 

Nähgeschwindigkeit von maximal 3.300 Sti/min.

• Betätigen Sie das Handrad erst, nachdem die Maschine zum völligen Stillstand gekommen ist.

VOR DEM BETRIEB

VORSICHT :
Prüfen Sie die folgenden Punkte, um Funktionsstörungen und eine Beschädigung 
der Maschine zu vermeiden.

VORSICHT :
Beachten Sie, daß Sicherheitsvorrichtungen wie Augenschutz, Fingerschutz usw. zur besseren 
Darstellung der beschriebenen Teile in den Abbildungen dieser Betriebsanleitung fehlen können.
Sie sollten jedoch die Maschine niemals ohne diese Sicherheitsvorrichtungen betreiben.
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1) Tragen Sie die Nähmaschine unbedingt mit zwei Personen.
(Vorsicht) Halten Sie nicht die Riemenscheibe.
2) Legen Sie keine spitzen Gegenstände, wie z. B. einen 

Schraubendreher, auf die Stelle, wo die Nähmaschine 
installiert werden soll.

3) Die Riemenschutzbasis 1 mit der Innensechskantschraube 
2 an der Nähmaschine befestigen.

4) Die Nähmaschine auf den Tisch setzen und ihre Position 
festlegen (Riemennut und Durchgangsloch 3 zur 
Durchführung der Drückerstangen-Heberkette).

5) Zwei Maschinenkopf-Stützplatten 4 mit den Schrauben 
5 an der Nähmaschine befestigen. Die Platten mit 
Sechskantschraube 6, Unterlegscheibe 7, Federscheibe 
8 und Mutter 9 am Tisch befestigen.

6) Eine Wasserwaage in Quer- und Längsrichtung auf 
die Bettseitenplatte !0 legen, um zu prüfen, ob die 
Nähmaschine einwandfrei horizontal platziert ist.

7) Riemenabdeckung !1, Keilriemen, 
Riemenabdeckungsdeckel !2 und Schutzhaube !3 an der 
Nähmaschine anbringen und mit den Schrauben !4 und 
!5 befestigen.

 Bei der Installation der Riemenabdeckung die Schraube 
zunächst provisorisch eindrehen. Dann die Schraube 
nach der Installation aller zugehörigen Teile festziehen.

Modell MS-1190/V045 MS-1190/V046 MS-1190M/V045 MS-1190M/V046

Anwendung Für leichtes Material Für mittelschweres Material

Anzahl der Nadeln 2

Nähgeschwindigkeit Max. 4.000 sti/min  (normal 3.500 sti/min) 

Nadel

ORGAN TV x 64-NY Nr. 8 - Nr. 14 ORGAN TV x 64-NY Nr. 12 - Nr. 19 
(standard Nr. 12) (standard Nr. 16)

SCHMETZ B-64 Nm. 60 - Nm. 90 SCHMETZ B-64 Nm. 80 - Nm. 120
(standard Nm. 80) (standard Nm. 100)

Höhe des Drückerfußes 10 mm

Transportssystem Intermittierender Transport mittels Schnellkupplung Verbindungsrate einstellbar

Stitchlänge 1,2 bis 3,2 mm (mit Stoffzieher)

Nadellehre 1/8", 5/32", 3/16", 7/32", 1/4") 

Zylinderumfang 171 mm

Schmieröl JUKI New Defrix Oil No.1

 Lärm

- Entsprechender konti-
nuierlicher Emissions-
Schalldruckpegel (LpA) am 
Arbeitsplatz:

 A-bewerteter Wert von 81,5 
dB; (einschließlich KpA = 
2,5 dB); gemäß ISO 10821- 
C.6.2 -ISO 11204 GR2 bei 
4.000 sti/min.

- Schallleistungspegel (LWA):
 A-bewerteter Wert von 89,5 

dB; (einschließlich KWA = 
2,5 dB); gemäß ISO 10821- 
C.6.2 -ISO 11204 GR2 bei 
4.000 sti/min.

- Entsprechender konti-
nuierlicher Emissions-
Schalldruckpegel (LpA) am 
Arbeitsplatz:

 A-bewerteter Wert von 80,0 
dB; (einschließlich KpA = 
2,5 dB); gemäß ISO 10821- 
C.6.2 -ISO 11204 GR2 bei 
4.000 sti/min.

- Entsprechender konti-
nuierlicher Emissions-
Schalldruckpegel (LpA) am 
Arbeitsplatz:

 A-bewerteter Wert von 81,5 
dB; (einschließlich KpA = 
2,5 dB); gemäß ISO 10821- 
C.6.2 -ISO 11204 GR2 bei 
4.000 sti/min.

- Schallleistungspegel (LWA):
 A-bewerteter Wert von 90,5 

dB; (einschließlich KWA = 
2,5 dB); gemäß ISO 10821- 
C.6.2 -ISO 11204 GR2 bei 
4.000 sti/min.

- Entsprechender konti-
nuierlicher Emissions-
Schalldruckpegel (LpA) am 
Arbeitsplatz:

 A-bewerteter Wert von 80,0 
dB; (einschließlich KpA = 
2,5 dB); gemäß ISO 10821- 
C.6.2 -ISO 11204 GR2 bei 
4.000 sti/min.

1. EINRICHTEN DER NÄHMASCHINE

TECHNISCHE DATEN

!3

!2

1

!5

4

9

6

7

8

2

!1

!4

!0

3

5

4

Modell V045 V046

Application Stoffpuller für leichte bis besonders schwere Stoffe

Stoffpullertyp Oberwalzentransport Ober-/Unterwalzentransport
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Die Garnständervorrichtung zusammenbauen. Die 
Vorrichtung in das Loch im Tisch einsetzen. Die 
Sicherungsmutter 1 so weit anziehen, dass der 
Garnständer nicht schwankt.

1

2. EINSTELLEN DER RIEMENSPANNUNG

Stellen Sie die Riemenspannung mit der Höhe des Motors 
so ein, dass der Riemen einen Durchhang von 15 mm hat, 
wenn ein Druck von 9,8 N auf die Mitte des Keilriemens 
ausgeübt wird.

WARNUNG :
Um durch plötzliches Anlaufen der Nähmaschine verursachte Verletzungen zu vermeiden, führen Sie die folgende Arbeit 
erst aus, nachdem Sie den Netzschalter ausgeschaltet und sich vergewissert haben, daß der Motor vollkommen stillsteht.

3. INSTALLIEREN DES GARNSTÄNDERS

4. ANBRINGEN DES KNIEHEBERS

15mm

9.8N

Motorriemenscheibe

Handrad
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5. SCHMIERUNG

6. ANBRINGEN EINER NADEL

WARNUNG :
Um durch plötzliches Anlaufen der Nähmaschine verursachte Verletzungen zu vermeiden, führen Sie die folgende Arbeit 
erst aus, nachdem Sie den Netzschalter ausgeschaltet und sich vergewissert haben, daß der Motor vollkommen stillsteht.

WARNUNG :
Um durch plötzliches Anlaufen der Nähmaschine verursachte Verletzungen zu vermeiden, führen Sie die folgende Arbeit 
erst aus, nachdem Sie den Netzschalter ausgeschaltet und sich vergewissert haben, daß der Motor vollkommen stillsteht.
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MS-1190/V045
MS-1190/V046

7. EINFÄDELN DES MASCHINENKOPFES

WARNUNG :
Um durch plötzliches Anlaufen der Nähmaschine verursachte Verletzungen zu vermeiden, führen Sie die folgende Arbeit 
erst aus, nachdem Sie den Netzschalter ausgeschaltet und sich vergewissert haben, daß der Motor vollkommen stillsteht.
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MS-1190M/V045
MS-1190M/V046
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8. FADENSPANNUNG

9. EINSTELLEN DES DRUCKS DES DRÜCKERFUSSES
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10. EINSTELLEN DER STICHLÄNGE

WARNUNG :
Um durch plötzliches Anlaufen der Nähmaschine verursachte Verletzungen zu vermeiden, führen Sie die folgende Arbeit 
erst aus, nachdem Sie den Netzschalter ausgeschaltet und sich vergewissert haben, daß der Motor vollkommen stillsteht.

WARNUNG :
Um durch plötzliches Anlaufen der Nähmaschine verursachte Verletzungen zu vermeiden, führen Sie die folgende Arbeit 
erst aus, nachdem Sie den Netzschalter ausgeschaltet und sich vergewissert haben, daß der Motor vollkommen stillsteht.

11. EINSTELLEN DES GREIFERNOCKENS
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7mm

WARNUNG :
Um durch plötzliches Anlaufen der Nähmaschine verursachte Verletzungen zu vermeiden, führen Sie die folgende Arbeit 
erst aus, nachdem Sie den Netzschalter ausgeschaltet und sich vergewissert haben, daß der Motor vollkommen stillsteht.

WARNUNG :
Um durch plötzliches Anlaufen der Nähmaschine verursachte Verletzungen zu vermeiden, führen Sie die folgende Arbeit 
erst aus, nachdem Sie den Netzschalter ausgeschaltet und sich vergewissert haben, daß der Motor vollkommen stillsteht.

WARNUNG :
Um durch plötzliches Anlaufen der Nähmaschine verursachte Verletzungen zu vermeiden, führen Sie die folgende Arbeit 
erst aus, nachdem Sie den Netzschalter ausgeschaltet und sich vergewissert haben, daß der Motor vollkommen stillsteht.

12. HÖHE DES TRANSPORTEURS

13. STEUERUNG ZUR LÖSUNG DER NADELFADENSPANNUNG

14. EINSTELLEN DER POSITION DER NADELFADENANZUGSHEBEL-
FÜHRUNG (MS-1190/V045, MS-1190/V046)

MS-1190/V045
MS-1190/V046
MS-1190M/V045
MS-1190M/V046

0,8 mm

　1,0 mm

｝
｝

Den Vorsprungbetrag des Transporteurs über der Stichplatte bei 
Höchststellung des Transporteurs für MS-1190/V045 und MS-1190/
V046 auf 0,8 mm bzw. für MS-1190M/V045 und MS-1190M/V046 
auf 1,0 mm einstellen.
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Modell Drehzahl der 
Nähmaschine

 Effektiver 
Durchmesser 
des Handrads

Anzahl der Pole 
des Motors Frequenz  Drehzahl des 

Motors

Effektiver Durch-
messer der Motor-

riemenscheibe

MS-1190/V045
MS-1190/V046
MS-1190M/V045
MS-1190M/V046

4,000 sti/min

67,4mm 2

50Hz 2.865 U/min 95mm

60Hz 3.430 U/min 80mm

3,600 sti/min
50Hz 2.865 U/min 85mm

60Hz 3.430 U/min 70mm

Die Beziehung zwischen Motorriemenscheibe, Nähgeschwindigkeit der Nähmaschine ist aus der nachstehenden Tabelle 
ersichtlich:

WARNUNG :
Um durch plötzliches Anlaufen der Nähmaschine verursachte Verletzungen zu vermeiden, führen Sie die folgende Arbeit 
erst aus, nachdem Sie den Netzschalter ausgeschaltet und sich vergewissert haben, daß der Motor vollkommen stillsteht.

15. EINSTELLEN DER ZWISCHNFADENFÜHRUNG (MS-1190M/V045, 
MS-1190M/V046)

16. NÄHGESCHWINDIGKEIT UND MOTORRIEMENSCHEIBE
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1

B

17. EINSTELLEN VON V045, V046

A

(1) Einstellung der Synchronisierung zwischen der 
Nähmaschinen-Haupteinheit und der V0-Vorrichtung

1) Den Transportbetrag der Nähmaschinen-Haupteinheit 
für MS-1190/V045 und MS-1190/V046 auf 1,6 mm bzw. 
für MS-1190M/V045 und MS-1190M/V046 auf 2,3 mm 
einstellen.

2) Die Einstellschraube 1 der V0-Vorrichtung lösen. Die 
Einstellschraube für MS-1190/V045 und MS-1190/V046 
auf Position A (2,0 mm), und für MS-1190M/V045 
und MS-1190M/V046 auf Position B (2,5 mm) stellen. 
Dann die Einstellschraube sichern.

C
C

(Vorsicht) Falls eine Urethanrolle verwendet wird, den 
Rollendruck auf einen niedrigeren Wert als 
den Einstellwert für die Stahlrolle einstellen. 
Übermäßiger Druck kann die Urethanrolle 
verformen oder eine zusätzliche Belastung 
für die V0-Vorrichtung darstellen.
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A

A:  V045, V046 Im Falle der Stahlrolle → 0,01 bis 0,1 mm
      V045, V046 Im Falle der Urethanrolle 
    → Es sollte kein Abstand zwischen Rolle und 
         Stichplatte bestehen.

1) Die Mutter 1 lösen. Den Abstand durch Drehen der 
Einstellschraube 2 einstellen.

 Bei Verwendung der Stahlrolle:
 Den Abstand zwischen Rolle und Stichplatte (untere 

Rolle) auf 0,01 bis 0,1 mm einstellen.
 Bei Verwendung der Urethanrolle:
 Den Abstand zwischen Rolle und Stichplatte (untere 

Rolle) auf 0 mm einstellen, so dass kein Abstand 
zwischen den Teilen vorhanden ist.

(V045)
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18. AUSTAUSCHLEHREN-TABELLE

(1) MS-1190/V045, MS-1190M/V045

Modell

1 2 3 4 5

Teilebezeichnung
Lehrensatz

(mit Fingerschutz)
Stichplatte Nadelklemme (Bg.)

Drückerfuß (Bg.)
(mit Fingerschutz)

Transporteur (Bg.)

Nadellehre

Code Inch mm

MS-1190

/V045

B 1/8 3,2 MAV04570AB0 MAV04570A00 12926051 MAV04581AB0

MAV04593000
C 5/32 4,0 MAV04571BB0 MAV04571B00 12926150 MAV04582BB0
D 3/16 4,8 MAV04572CB0 MAV04572C00 12925954 MAV04583CB0
E 7/32 5,6 MAV04573DB0 MAV04573D00 12926259 MAV04584DB0
F 1/4 6,4 MAV04574EB0 MAV04574E00 12926358 MAV04585EB0 MAV04594000

MS-1190M

/V045

B 1/8 3,2 MAV04575AB0 MAV04575A00 12926051 MAV04586AB0

MAV04595000
C 5/32 4,0 MAV04576BB0 MAV04576B00 12926150 MAV04587BB0
D 3/16 4,8 MAV04577CB0 MAV04577C00 12925954 MAV04588CB0
E 7/32 5,6 MAV04578DB0 MAV04578D00 12926259 MAV04589DB0
F 1/4 6,4 MAV04579EB0 MAV04579E00 12926358 MAV04590EB0 MAV04596000

Modell

6 7

Teilebezeichnung Greifer (L. Bg.) Greifer (R. Bg.)

Nadellehre

Code Inch mm

MS-1190

/V045

B 1/8 3,2 12941555 12940656
C 5/32 4,0 12941654 12940755
D 3/16 4,8 12941456 12940557
E 7/32 5,6 12941753 12940854
F 1/4 6,4 12941852 12940953

MS-1190M

/V045

B 1/8 3,2 12941555 12940656
C 5/32 4,0 12941654 12940755
D 3/16 4,8 12941456 12940557
E 7/32 5,6 12941753 12940854
F 1/4 6,4 12941852 12940953

(2) MS-1190/V046, MS-1190M/V046

Modell

1 2 3 4 5

Teilebezeichnung
Lehrensatz

(mit Fingerschutz)
Stichplatte Nadelklemme (Bg.)

Drückerfuß (Bg.)
(mit Fingerschutz)

Transporteur (Bg.)

Nadellehre

Code Inch mm

MS-1190

/V046

B 1/8 3,2 12923561 12923504 12926051 12927869

12932307
C 5/32 4,0 12923660 12923603 12926150 12927968
D 3/16 4,8 12923462 12923405 12925954 12927760
E 7/32 5,6 12923769 12923702 12926259 12928065
F 1/4 6,4 12923868 12923801 12926358 12928164 12932406

MS-1190M

/V046

B 1/8 3,2 12980561 12980504 12926051 12982666

12983508
C 5/32 4,0 12980660 12980603 12926150 12982765
D 3/16 4,8 12980462 12980405 12925954 12982567
E 7/32 5,6 12980769 12980702 12926259 12982864
F 1/4 6,4 12980868 12980801 12926358 12982963 12983607
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1 2 3

Teilebezeichnung Umleger (Bg.)

Nadellehre
M295 M296 M297

Code Inch mm

B 1/8 3,2 MAM2950AAAA MAM2960AAAA MAM2970AAAA
C 5/32 4,0 MAM2950BBAA MAM2960BBAA MAM2970BBAA
D 3/16 4,8 MAM2950CCAA MAM2960CCAA MAM2970CCAA
E 7/32 5,6 MAM2950DDAA MAM2960DDAA MAM2970DDAA
F 1/4 6,4 MAM2950EEAA MAM2960EEAA MAM2970EEAA

1 2 3 4 5

Teilebezeichnung Stoffpuller (Bg.) V045 Stoffpuller (Bg.) V046

Nadellehre

Stahlrolle Urethan-Rolle Stahlrolle Urethan-Rolle Untere Rolle

Code Inch mm

B 1/8 3,2

MAV045450A0 MAV045500B0 MAV04640000 MAV046410A0 MAV046210B0
C 5/32 4,0
D 3/16 4,8
E 7/32 5,6
F 1/4 6,4

* Der Lehrensatz enthält keinen Umleger.

Umleger-Code

 M295 ̶ Für besonders leichtes Material

 M296 ̶ Für leichtes Material 

                   (Bei MS-1190 serienmäßig)

 M297 ̶ Für mittelschweres Material

                   (Bei MS-1190M serienmäßig)

* Der Lehrensatz enthält keinen Stoffzieher.

Verschiedene Stoffzieher

Stahlrolle ̶ Für mittelschweres Material

Urethan-Rolle ̶ Für leichtes bis besonders leichtes Material

Modell

6 7

Teilebezeichnung Greifer (L. Bg.) Greifer (R. Bg.)

Nadellehre

Code Inch mm

MS-1190

/V046

B 1/8 3,2 12941555 12940656
C 5/32 4,0 12941654 12940755
D 3/16 4,8 12941456 12940557
E 7/32 5,6 12941753 12940854
F 1/4 6,4 12941852 12940953

MS-1190M

/V046

B 1/8 3,2 12941555 12940656
C 5/32 4,0 12941654 12940755
D 3/16 4,8 12941456 12940557
E 7/32 5,6 12941753 12940854
F 1/4 6,4 12941852 12940953

(3) Umleger

(4) Stoffpuller
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1 • Risque de blessures légères, graves ou mortelles.
 • Risque de blessures par le contact d’une pièce en mouvement.

2 • Effectuer l’opération de couture avec un protecteur de sécurité.
 • Effectuer l’opération de couture avec un couvercle de sécurité.
 • Effectuer l’opération de couture avec un dispositif protecteur de sécurité.

3 • Placer l'interrupteur d'alimentation sur arrêt avant l'"enfi lage de la tête de la machine", le "remplacement de 
l'aiguille", le "remplacement de la canette" ou l'"huilage et nettoyage".

Il est inévitable que des travaux soient exécutés à proximité de pièces mobiles de la machine à coudre, de la machine 
automatique ou des dispositifs annexes (désignés par la suite sous le terme collectif de "machine". Cela signifi e 
qu’il existe toujours un risque d’entrer fortuitement en contact avec une pièce mobile. Il est vivement conseillé aux 
opérateurs chargés d’exploiter la machine dans la pratique ainsi qu’au personnel de maintenance et de réparation 
de la machine de lire attentivement les  Précautions de sécurité  indiquées ci-après et de les assimiler pleinement 
avant d’exploiter la machine ou d’exécuter des travaux de maintenance sur celle-ci. Les  Précautions de sécurité  
couvrent des aspects qui ne fi gurent pas dans les caractéristiques techniques de votre machine. Afi n de faciliter 
la compréhension du sens des étiquettes, les risques indiqués ont été classés sous les trois catégories différentes 
suivantes. Veiller à comprendre pleinement les descriptions qui suivent et à respecter impérativement les consignes.

POUR ASSURER L’UTILISATION EN TOUTE SÉCURITÉ DE VOTRE MACHINE À COUDRE

(!) Explication des niveaux de risque

Cette mention signale un risque pouvant éventuellement causer la mort ou une blessure grave si la personne responsable ou un 
tiers n’exploite pas correctement la machine ou n’évite pas une situation dangereuse lors de son utilisation ou de sa maintenance.

Cette mention signale un danger immédiat de mort ou de blessure grave dans le cas où la personne responsable ou un tiers n’
exploite pas correctement la machine ou n’évite pas une situation dangereuse lors de son utilisation ou de sa maintenance. 

Cette mention signale un risque de blessures plus ou moins graves si la personne responsable ou un tiers n’exploite 
pas correctement la machine ou n’évite pas une situation dangereuse lors de son utilisation ou de sa maintenance.

DANGER :

AVERTISSEMENT :

ATTENTION :

(@) Explication des pictogrammes et étiquettes d’avertissement

Picto-
gramme 
d’avertis-
sement

Il existe un risque de 
blessure en cas de 
contact avec une pièce 
mobile.

Il existe un risque 
de happement par la 
courroie susceptible de 
causer une blessure.

Il existe un risque de 
décharges électriques en 
cas de contact avec une 
pièce sous haute tension. Etiquette 

d’avertis-
sement

Indique le sens correct.

Il existe un risque de 
brûlures en cas de 
contact avec une pièce 
sous haute température.

Indique qu’un câble 
de mise à la terre est 
connecté.

3

2

1
1

2 3

Points demandant une attention particulière
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Couper l’alimentation électrique de la machine : placer l’interrupteur d’alimentation sur arrêt, puis dé-
brancher la fi che de la prise secteur. Cette procédure s’
applique dans les cas suivants.

PRÉCAUTIONS DE SÉCURITÉ

 1. Lorsqu’il est nécessaire d’ouvrir la boîte électrique contenant des pièces électriques, veiller à couper l’
alimentation électrique de la machine et à attendre plus de cinq minutes avant d’ouvrir le couvercle afi n d’
éviter tout accident susceptible de causer des décharges électriques.

ATTENTION
Précautions de base

 1. Veiller à lire le mode d’emploi et autres notices explicatives fournis avec les accessoires de la machine 
avant de l’utiliser. Conserver soigneusement à portée de main le mode d’emploi et les notices explicati-
ves afi n de pouvoir les consulter rapidement.

 2. La présente section couvre des aspects qui ne fi gurent pas dans les caractéristiques techniques de votre machine.
 3. Veiller à porter des lunettes de sécurité pour se protéger contre tout accident causé par la rupture d’une aiguille. 
 4. Les personnes équipées d’une pile cardiaque doivent consulter un spécialiste médical avant d’utiliser la machine.

Dispositifs de sécurité et étiquettes d’avertissement 
 1. Avant d’utiliser la machine, veiller à vérifi er que le/les dispositif(s) de sécurité sont correctement installés 

en place et fonctionnent normalement afi n d’éviter tout accident causé par l’absence d’un/des dispositif(s).
 2. Si l’un des dispositifs de sécurité est enlevé, veiller à le remplacer et à s’assurer qu’il fonctionne norma-

lement afi n d’éviter tout accident susceptible de causer des blessures corporelles ou la mort.
 3. Veiller à ce que les étiquettes d’avertissement restent entièrement collées sur la machine et qu’elles 

soient clairement visibles afi n d’éviter tout accident susceptible de causer des blessures corporelles ou 
la mort. Si une étiquette est souillée ou décollée, veiller à la remplacer par une nouvelle.

Usage prévu et modifi cation
 1. Ne jamais utiliser la machine pour toute fi n autre que celle pour laquelle elle a été prévue et d’une ma-

nière autre que celle prescrite dans le mode d’emploi afi n d’éviter tout accident susceptible de causer 
des blessures corporelles ou la mort.

  JUKI décline toute responsabilité en cas de dommages, de blessures corporelles ou de décès résultant d’
un usage de la machine autre que celui pour lequel il a été prévu. 

 2. Afi n d’éviter tout accident risquant de causer des blessures corporelles ou la mort, ne jamais modifi er 
ou remanier la machine.

  JUKI décline toute responsabilité en cas de dommages, de blessures corporelles ou de décès résultant 
du fait que la machine a été modifi ée ou remaniée.

Sensibilisation et formation
 1. Afi n d’éviter tout accident résultant d’une connaissance insuffi sante de la machine, celle-ci doit être 

utilisée uniquement par un opérateur qui a reçu une formation/sensibilisation de la part de l’employeur à l’
utilisation de la machine et la manière de l’utiliser en toute sécurité en vue d’acquérir les connaissances 
et le savoir-faire adéquats. A cette fi n, l’employeur doit mettre en place un plan de formation/sensibilisa-
tion destiné aux opérateurs afi n de les sensibiliser/former au préalable.

Cas où l’alimentation électrique de la machine doit être coupée 
 

Accident signifi e "causer 
des blessures corporelles 
ou la mort, ou des 
dommages matériels."

 1. Couper immédiatement l’alimentation électrique si une anomalie ou un dysfonctionnement est détecté, 
ou dans le cas d’une panne de courant afi n d’éviter tout accident susceptible de causer des blessures 
corporelles ou la mort.

 2. Afi n d’éviter tout accident causé par le démarrage soudain de la machine, veiller à exécuter les opéra-
tions suivantes après avoir coupé l’alimentation électrique. Si la machine est notamment équipée d’un 
moteur à embrayage, veiller à exécuter les opérations suivantes après avoir coupé l’alimentation électri-
que et s’être assuré que la machine est complètement arrêtée. 

 2-1. Par exemple, l’enfi lage du fi l sur des pièces telles que l’aiguille, le boucleur, l’étendeur, etc. qui 
doivent être enfi lés, ou le remplacement de la canette.

 2-2. Par exemple, le remplacement ou réglage d’un composant de la machine.
 2-3. Par exemple, lorsque la machine est inspectée, réparée, nettoyée ou laissée sans surveillance. 
 3. Pour débrancher la machine, veiller à saisir la fi che et non le cordon afi n d’éviter toute décharge électri-

que, fuite à la terre ou incendie. 
 4. Veiller à couper l’alimentation électrique lorsque la machine est laissée sans surveillance entre des travaux.
 5. Veiller à couper l’alimentation électrique en cas de panne de courant afi n d’éviter tout accident causé par l’

endommagement d’un composant électrique.

DANGER

PRÉCAUTIONS À PRENDRE AUX DIVERSES ÉTAPES DU FONCTIONNEMENT 
Transport

 1. Veiller à tenir compte du poids de la machine lorsqu’elle doit être soulevée et prendre toutes les précau-
tions de sécurité nécessaires pour la déplacer. Se reporter au texte du mode d’emploi pour connaître le 
poids de la machine.
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 2. Veiller à prendre toutes les mesures de sécurité nécessaires afi n d’éviter de renverser ou de laisser 
tomber la machine lorsqu’elle est soulevée ou déplacée afi n d’éviter tout accident susceptible de causer 
des blessures corporelles ou la mort.

 3. Une fois que la machine a été déballée, ne jamais la remballer pour la transporter afi n de la protéger 
contre tout dommage causé par un accident fortuit ou sa chute.

Déballage
 1. Veiller à déballer la machine de la manière prescrite afi n d’éviter tout accident susceptible de causer 

des blessures corporelles ou la mort. Au cas notamment où la machine est emballée dans une caisse en 
bois, veiller à faire attention aux clous. Les clous doivent être retirés.

 2. Veiller à vérifi er la position du centre de gravité de la machine et à l’extraire avec précaution de son 
emballage afi n d’éviter tout accident susceptible de causer des blessures corporelles ou la mort.

Installation
(!) Table et support de table

 1. Veiller à utiliser la table et le support de table de marque JUKI afi n d’éviter tout accident susceptible de 
causer des blessures corporelles ou la mort. S’il est inévitable d’utiliser une table et un support de table 
autres que ceux de marque JUKI, sélectionner une table et un support de table capables de supporter le 
poids de la machine et sa force réactive en fonctionnement.

 2. Si des roulettes sont installées sur le support de table, veiller à utiliser des roulettes équipées d’un 
mécanisme de verrouillage et à les verrouiller pour immobiliser la machine durant son fonctionnement, 
des travaux de maintenance, une inspection ou une réparation afi n d’éviter tout accident susceptible de 
causer une blessure corporelle ou la mort.

(@) Câbles et câblage
 1. Veiller à éviter d’exercer toute force excessive durant le fonctionnement afi n d’éviter des décharges 

électriques, une fuite à la terre ou un incendie. En outre, s’il est nécessaire de poser un câble à proximité d’
une pièce mobile telle que la courroie en V, veiller à ménager un espace d’au moins 30 mm entre la pièce 
mobile et le câble.

 2. Veiller à éviter une connexion à une multiprise afi n d’éviter des décharges électriques, une fuite à la 
terre ou un incendie.

 3. Veiller à brancher à fond les connecteurs afi n d’éviter des décharges électriques, une fuite à la terre ou 
un incendie. En outre, pour débrancher un connecteur, veiller à le tenir par la partie qui sert à connecter.

(#) Mise à la terre
 1. Veiller à ce qu’un électricien qualifi é installe une prise appropriée afi n d’éviter tout accident causé par 

une fuite à la terre ou un défaut de tension diélectrique. En outre, veiller impérativement à raccorder la 
fi che à une prise secteur mise à la terre.

 2. Veiller à mettre à la terre le câble de terre afi n d’éviter tout accident causé par une fuite à la terre.
($) Moteur

 1. Veiller à utiliser le moteur nominal prescrit (article de marque JUKI) afi n d’éviter tout accident causé par 
un claquage.

 2. Si un moteur à embrayage en vente dans le commerce est utilisé avec la machine, veiller à en 
sélectionner un doté d’un couvre-courroie anti-happement afi n d’éviter d’être happé par la courroie en V.

Avant la mise en fonctionnement
 1. Avant de mettre la machine sous tension, veiller à vérifi er que les connecteurs et câbles ne soient 

pas endommagés, tombés ou lâches afi n d’éviter tout accident susceptible de causer des blessures 
corporelles ou la mort.

 2. Ne jamais introduire la main dans une pièce mobile de la machine afi n d’éviter tout accident susceptible 
de causer des blessures corporelles ou la mort.

  En outre, veiller à vérifi er que la poulie tourne dans le sens de la fl èche indiquée sur la poulie.
 3. Si une table à roulettes est utilisée, veiller à l’immobiliser en verrouillant les roulettes ou au moyen d’

ajusteurs, le cas échéant, afi n d’éviter tout accident causé par le démarrage soudain de la machine.
En fonctionnement

 1. Veiller à ce qu’un doigt, la chevelure ou un vêtement proche d’une pièce mobile ne soient pas happés 
par le volant, la poulie ou le moteur, ou installer quelque chose près de ces pièces lorsque la machine 
est en fonctionnement afi n d’éviter tout accident causé par un happement susceptible de causer des 
blessures corporelles ou la mort.

 2. Veiller à ne pas placer les doigts à la périphérie de l’aiguille ou à l’intérieur du couvercle du levier de 
relevage lors de la mise sous tension afi n d’éviter tout accident susceptible de causer des blessures 
corporelles ou la mort.

 3. La machine fonctionne à vitesse rapide. Pendant le fonctionnement, ne jamais amener votre main à 
proximité d’une pièce mobile telle que le boucleur, l’étendeur, la barre à aiguille, le crochet ou le coupeur 
de tissu afi n de protéger vos mains contre tout accident. En outre, veiller à couper l’alimentation 
électrique et vérifi er que la machine est complètement arrêtée avant de changer le fi l.

 4. Veiller à ne pas se coincer les doigts ou toute autre partie du corps entre la machine et la table lorsque 
la machine est enlevée de la table ou remise sur celle-ci afi n d’éviter tout accident susceptible de causer 
des blessures corporelles ou la mort.

 5. Veiller à couper l’alimentation électrique et vérifi er que la machine est complètement arrêtée avant d’
enlever le couvre-courroie et la courroie en V afi n d’éviter tout accident causé par le démarrage soudain 
de la machine ou du moteur.

 6. Si un servomoteur est utilisé avec la machine, le moteur ne fait pas de bruit lorsque la machine est 
arrêtée. Veiller à ne pas oublier de couper l’alimentation électrique afi n d’éviter tout accident causé par 
le démarrage soudain du moteur.

 7. Ne jamais utiliser la machine si l’orifi ce de refroidissement du générateur du moteur est obstrué afi n d’
éviter tout incendie causé par une surchauffe.
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Lubrifi cation
 1. Veiller à utiliser une huile ou une graisse de marque JUKI sur les parties à lubrifi er.
 2. Si de l’huile se colle sur les yeux ou le corps, veiller à la nettoyer immédiatement pour éviter toute 

infl ammation ou irritation.
 3. Si de l’huile est avalée par inadvertance, veiller à consulter immédiatement un médecin afi n d’éviter une 

diarrhée ou des vomissements.
Maintenance

 1. Afi n d’éviter tout accident causé par une connaissance insuffi sante de la machine, les réparations et 
réglages doivent être exécutés par un technicien de service après-vente qui connaît parfaitement la 
machine suivant l’étendue défi nie dans le mode d’emploi. Veiller à utiliser des pièces de marque JUKI 
pour remplacer toute pièce de la machine. JUKI décline toute responsabilité en cas d’accident dû à une 
réparation ou un réglage inappropriés ou l’utilisation de toute pièce autre qu’une pièce de marque JUKI.

 2. Afi n d’éviter tout accident causé par une connaissance insuffi sante de la machine ou des décharges 
électriques, veiller à faire appel à un électricien de votre société, de JUKI ou de son concessionnaire 
local pour les réparations et la maintenance (y compris le câblage) des composants électriques.

 3. Lors de travaux de réparation ou de maintenance sur la machine au moyen de pièces pneumatiques tel que 
le cylindre pneumatique, veiller au préalable à enlever le tuyau d’alimentation d’air pour expulser l’air restant 
dans la machine, afi n d’éviter tout accident causé par le démarrage soudain d’une pièce pneumatique.

 4. Veiller à vérifi er que les vis et écrous sont bien resserrés après une réparation, un réglage ou le 
remplacement d’une pièce.

 5. Veiller à nettoyer la machine régulièrement pendant sa durée d’utilisation. Veiller à couper l’alimentation 
électrique et à vérifi er que la machine et le moteur sont complètement arrêtés avant de nettoyer la 
machine afi n d’éviter tout accident causé par le démarrage soudain de la machine ou du moteur.

 6. Veiller à couper l’alimentation et à vérifi er que la machine et le moteur sont complètement arrêtés avant 
d’exécuter des travaux de maintenance, une inspection ou une réparation de la machine. (Dans le cas d’
un moteur à embrayage, le moteur continue de tourner pendant un moment par inertie même après que l’
alimentation a été coupée. Il faut donc être prudent.)

 7. Si la machine ne fonctionne pas normalement après une réparation ou un réglage, arrêter 
immédiatement de l’utiliser et contacter JUKI ou son concessionnaire local pour une réparation afi n d’
éviter tout accident susceptible de causer des blessures corporelles ou la mort.

 8. Si un fusible est grillé, veiller à couper l’alimentation électrique et à remédier à sa cause, puis le remplacer 
par un neuf afi n d’éviter tout accident susceptible de causer des blessures corporelles ou la mort.

 9. Veiller à nettoyer périodiquement la bouche d’air du ventilateur et à inspecter la périphérie du câblage 
afi n d’éviter tout accident dû au moteur.

Environnement d’opération
 1. Veiller à utiliser la machine dans un environnement qui ne soit pas exposé à une source importante de 

bruit (ondes électromagnétiques) telles qu’une soudeuse haute fréquence afi n d’éviter tout accident 
causé par un dysfonctionnement de la machine.

 2. Ne jamais utiliser la machine dans un lieu où la tension varie dans une plage supérieure à "±10 % de la 
tension prescrite" afi n d’éviter tout accident causé par un dysfonctionnement de la machine.

 3. Veiller à vérifi er qu’un dispositif pneumatique tel qu’un cylindre pneumatique fonctionne à la pression d’
air prescrite avant de l’utiliser afi n d’éviter tout accident causé par un dysfonctionnement de la machine.

 4. Pour utiliser la machine en toute sécurité, veiller à ce que l’environnement d’utilisation réponde aux 
conditions suivantes:

  Température ambiante en fonctionnement      5 à 35℃
  Humidité relative en fonctionnement     35 à 85 %
 5. De la condensation peut se former si la machine passe soudainement d’un environnement froid à un 

environnement chaud. Attendre donc un certain temps jusqu’à ce qu’il n’y ait plus de gouttelettes d’
eau avant de mettre la machine sous tension afi n d’éviter tout accident causé par une panne ou un 
dysfonctionnement d’un composant électrique.

 6. Par souci de sécurité, veiller à arrêter d’utiliser la machine en cas d’orage et à la débrancher de la prise 
secteur afi n d’éviter tout accident causé par une panne ou un dysfonctionnement d’un composant électrique.

 7. Selon les conditions du signal de fréquence radio, la machine peut générer du bruit dans le téléviseur ou le 
poste de radio. Dans ce cas, utiliser le téléviseur ou le poste de radio à une distance éloignée de la machine.

 8. Dans le cas où un ouvrier exécute des travaux dans un environnement dont "la valeur de bruit au sein 
de l’environnement de travail se situe entre 85 dB et 90 dB", veiller à prendre les mesures appropriées, 
le cas échéant, tel que l’emploi de serre-tête anti-bruit ou similaire pour éviter tout danger sanitaire. 
En outre, dans le cas où un ouvrier exécute des travaux dans un environnement dont la "la valeur de 
bruit au sein de l’environnement de travail est de 90 dB ou davantage", veiller à lui demander de porter 
impérativement un serre-tête anti-bruit pour éviter tout danger sanitaire, et affi cher à un endroit bien 
visible par l’ouvrier une notice expliquant comment utiliser le serre-tête anti-bruit.
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POUR LA SECURITE D’UTILISATION

  1. Pour la sécurité, s’assurer que le fi l de terre du bloc d’alimentation a été connecté avant d’
utiliser la machine.

  2. Avant de brancher ou de débrancher la fi che secteur, placer l’interrupteur d’alimentation sur 
arrêt.

  3. En cas d’orage et de foudre, s’arrêter de travailler et débrancher la fi che secteur par mesure de 
sécurité.

  4. Si l’on déplace brusquement la machine d’un endroit froid à un endroit chaud, il peut se former 
de la condensation. S’assurer qu’il n’y a pas de risque de condensation avant de mettre la 
machine sous tension.

  5. Pour ne pas risquer un incendie, débrancher périodiquement la fi che secteur de la prise de cou-
rant et nettoyer la base des broches et l’espace entre les broches.

  6. Le boucleur oscille à une vitesse élevée pendant le fonctionnement de la machine à coudre. 
Pour se protéger les mains, les tenir éloignés du boucleur. De plus, veiller à éteindre la machine 
avant d’enfi ler la tête de la machine.

  7. Pour ne pas risquer un accident dû à un brusque démarrage de la machine, ne pas oublier de 
mettre la machine hors tension.

  8.  Ce produit étant un instrument de précision, veiller à ne pas l'asperger d'eau ou d'huile et à ne 
pas le soumettre à des chocs tels que chutes.

  1. Ne pas approcher les mains de l’aiguille lorsqu’on place l’interrupteur d’alimentation sur 
marche ou pendant le fonctionnement de la machine.

  2. Ne pas mettre les doigts derrière le couvercle du releveur de fi l pendant le fonctionnement de la 
machine.

  3. Éloigner les doigts, les cheveux ou les vêtements du volant et du levier releveur de fi ls ou 
conserver cette zone dégagée pendant le fonctionnement de la machine à coudre.

  4. Ne jamais utiliser la machine avec le pare-aiguille déposée.

• Avant la mise en service qui suit l’installation, nettoyer complètement la machine. Enlever toute la 

poussière ayant pu s’accumuler pendant le transport et bien huiler la machine.

• S’assurer que la tension a été correctement réglée. S’assurer que la fiche secteur est correctement 

connectée à la prise de courant.

• Ne jamais utiliser la machine avec une tension différente de celle pour laquelle elle est prévue.

• La machine doit tourner dans le sens inverse des aiguilles d’une montre lorsqu’on la regarde depuis le 

côté de la poulie. Veiller à ce que la machine ne tourne pas à l’envers.

• Ne jamais opérer la machine à coudre si elle n’est pas suffi samment lubrifi ée.

• Pour opérer la machine à coudre, veiller à l’installer sur la table. Ensuite, placer l’interrupteur 

d'alimentation sur ON.

• Veiller à retirer le fi l de la tête de la machine et du boucleur avant de procéder à une marche d’essai. 

• Pendant le premier mois qui suit l’installation, veiller à utiliser la machine à coudre avec la vitesse d’

exécution de points réduite à 3 300 points/min ou moins.

• Attendre que la machine se soit complètement arrêtée avant de tourner le volant.

AVANT L’UTILISATION

ATTENTION :
Pour éviter des anomalies de fonctionnement et ne pas causer de dommages à la  
machine, effectuer les vérifi cations ci-dessous.

ATTENTION :
Les dispositifs de sécurité tels que “protège-yeux” et protège-doigts” sont parfois omis dans les 
illustrations de ce manuel pour faciliter les explications.
Lors de l’utilisation de la machine, veiller à ce que ces dispositifs soient toujours en place.
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1) Lors du transport de la machine à coudre, veiller à la 
transporter à deux.

(Attention) Ne pas la tenir par la poulie.
2) Ne pas placer d’objet protubérant, comme un tournevis, 

là où la machine à coudre sera installée.
3) Fixer la base de déviation de la courroie 1 sur la 

machine à coudre avec le boulon à tête hexagonale 2.
4) Placer la machine à coudre sur la table et déterminer sa 

position (rainure de la courroie et orifi ce de passage 3 pour 
faire passer la chaîne de levée de la barre de presseur).

5) Fixer les deux plaques support de la tête de la machine 
4 sur la machine à coudre avec la vis 5 . Fixer les 
plaques sur la table avec le boulon hexagonal 6 , la 
rondelle 7, la rondelle élastique 8 et l’écrou 9.

6) Placer un niveau sur la plaque côté plateau !0 dans le sens 
latéral et le sens longitudinal pour vérifi er que la machine 
à coudre est correctement placée en position horizontale.

7) Installer le protecteur de courroie !1, la courroie en V et 
le couvercle du protecteur de courroie !2 et le couvercle 
supérieur !3 sur la machine à coudre et les fi xer avec les 
vis !4 et !5.

 Lors de l ’ instal lation du protecteur de courroie, 
commencer par serrer provisoirement la vis. Ensuite, 
serrer solidement la vis après l’installation de toutes les 
pièces connexes.

1. MONTAGE DE LA MACHINE

Modèle MS-1190/V045 MS-1190/V046 MS-1190M/V045 MS-1190M/V046

Application Pour tissus légers Pour tissus moyens

Nombre d'aiguilles 2

Vitesse de couture 4.000 sti/min maxi (utilisation normale 3.500 sti/min) 

Aiguille

ORGAN TV x 64-NY n °8 à n °14 ORGAN TV x 64-NY n °12 à n °19 
(standard n °12) (standard n °16)

SCHMETZ B-64 n °60 à n °90 SCHMETZ B-64 n °80 à n °120
(standard n °80) (standard n °100)

Hauteur de relevage du pied presseur 10 mm

Système d'entraînement Entraînement intermittent au moyen d'un embrayage polyvalent à simple pression Taux de liaison réglable

Longueur des points 1,2 à 3,2 mm (avec entraîneur de tissu)

Ecartement des aiguilles 1/8", 5/32", 3/16", 7/32", 1/4") 

Circonférence du cylindre 171 mm

Huile lubrifi ante JUKI New Defrix Oil No.1

 Bruit

- Niveau de pression acous-
tique d’émission continu 
équivalent (LpA) au poste 
de travail :

 Valeur pondérée A de 
81,5 dB; (comprend KpA = 
2,5 dB); selon ISO 10821- 
C.6.2 -ISO 11204 GR2 à 
4.000 sti/min.

- Niveau de puissance 
acoustique (LWA) ;

 Valeur pondérée A de 
89,5 dB; (comprend KWA = 
2,5 dB); selon ISO 10821- 
C.6.2 -ISO 11204 GR2 at 
4.000 sti/min.

- Niveau de pression acous-
tique d’émission continu 
équivalent (LpA) au poste 
de travail :

 Valeur pondérée A de 
80,0 dB; (comprend KpA = 
2,5 dB); selon ISO 10821- 
C.6.2 -ISO 11204 GR2 à 
4.000 sti/min.

- Niveau de pression acous-
tique d’émission continu 
équivalent (LpA) au poste 
de travail :

 Valeur pondérée A de 
81,5 dB; (comprend KpA = 
2,5 dB); selon ISO 10821- 
C.6.2 -ISO 11204 GR2 à 
4.000 sti/min.

- Niveau de puissance 
acoustique (LWA) ;

 Valeur pondérée A de 
90,5 dB; (comprend KWA = 
2,5 dB); selon ISO 10821- 
C.6.2 -ISO 11204 GR2 at 
4.000 sti/min.

- Niveau de pression acous-
tique d’émission continu 
équivalent (LpA) au poste 
de travail :

 Valeur pondérée A de 
80,0 dB; (comprend KpA = 
2,5 dB); selon ISO 10821- 
C.6.2 -ISO 11204 GR2 à 
4.000 sti/min.

!3

!2

1

!5

4

9

6

7

8

2

!1

!4

!0

3

5

4

CARACTERISTIQUES

Modèle V045 V046

Application Dispositif d’entraînement de tissu pour tissus légers à extra-lourds

Type d’entraînement de tissu Entraînement par rouleau supérieur Entraînement par rouleau supérieur/inférieur
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Assembler le dispositif du porte-bobines. L’insérer dans l’
orifi ce de la table. Serrer le contre-écrou 1 de sorte que 
le porte-bobines ne bouge pas.

1

3. INSTALLATION DU PORTE-BOBINES

2. REGLAGE DE LA TENSION DE COURROIE

Régler la hauteur du moteur de façon que la courroie ploie 
de 15 mm lorsqu’on applique une charge de 9,8 N en son 
centre.15mm

9.8N

Volant

Poulie de moteur

AVERTISSEMENT :
Pour ne pas risquer des blessures causées par une brusque mise en marche de la machine, toujours la mettre 
hors tension et s’assurer que le moteur est au repos avant d’effectuer les opérations suivantes.

4. POSE DE LA GENOUILLERE
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AVERTISSEMENT :
Pour ne pas risquer des blessures causées par une brusque mise en marche de la machine, toujours la mettre 
hors tension et s’assurer que le moteur est au repos avant d’effectuer les opérations suivantes.

AVERTISSEMENT :
Pour ne pas risquer des blessures causées par une brusque mise en marche de la machine, toujours la mettre 
hors tension et s’assurer que le moteur est au repos avant d’effectuer les opérations suivantes.

5. LUBRIFICATION

6. POSE D'UNE AIGUILLE



– 4 –

AVERTISSEMENT :
Pour ne pas risquer des blessures causées par une brusque mise en marche de la machine, toujours la mettre 
hors tension et s’assurer que le moteur est au repos avant d’effectuer les opérations suivantes.

7. ENFILAGE DE LA TETE DE LA MACHINE

MS-1190/V045
MS-1190/V046
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MS-1190M/V045
MS-1190M/V046
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8. TENSION DES FILS

9. RÉGLAGE DE LA PRESSION DU PIED PRESSEUR
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AVERTISSEMENT :
Pour ne pas risquer des blessures causées par une brusque mise en marche de la machine, toujours la mettre 
hors tension et s’assurer que le moteur est au repos avant d’effectuer les opérations suivantes.

AVERTISSEMENT :
Pour ne pas risquer des blessures causées par une brusque mise en marche de la machine, toujours la mettre 
hors tension et s’assurer que le moteur est au repos avant d’effectuer les opérations suivantes.

10. REGLAGE DE LA LONGUEUR DES POINTS

11. REGLAGE DE LA CAME DE BOUCLEUR
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AVERTISSEMENT :
Pour ne pas risquer des blessures causées par une brusque mise en marche de la machine, toujours la mettre 
hors tension et s’assurer que le moteur est au repos avant d’effectuer les opérations suivantes.

AVERTISSEMENT :
Pour ne pas risquer des blessures causées par une brusque mise en marche de la machine, toujours la mettre 
hors tension et s’assurer que le moteur est au repos avant d’effectuer les opérations suivantes.

AVERTISSEMENT :
Pour ne pas risquer des blessures causées par une brusque mise en marche de la machine, toujours la mettre 
hors tension et s’assurer que le moteur est au repos avant d’effectuer les opérations suivantes.

13. PHASE POUR LA LIBERATION DE LA TENSION DU FIL D'AIGUILLE

12. HAUTEUR DE LA GRIFFE D'ENTRAINEMENT

14. REGLAGE DE LA POSITION DU GUIDE DE LEVIER DE RELEVAGE 
DU FIL (MS-1190/V045, MS-1190/V046)

7mm

MS-1190/V045
MS-1190/V046
MS-1190M/V045
MS-1190M/V046

0,8 mm

　1,0 mm

｝
｝

Ajuster la distance de saillie de la griffe d'entraînement depuis 
la plaque à aiguille lorsque la griffe d'entraînement est soulevée 
à son maximum à 0,8 mm pour la MS-1190/V045 et la MS-1190/
V046, et à 1,0 mm pour la MS-1190M/V045 et la MS-1190M/V046.
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Modèle
Vitesse de 

rotation de la 
machine

Diamètre 
utile du volant

Nombre de 
pôles du 
moteur

Fréquence
 Vitesse de 
rotation du 

moteur

Diamètre utile de la 
poulie du moteur

MS-1190/V045
MS-1190/V046
MS-1190M/V045
MS-1190M/V046

4.000 sti/min

67.4mm 2

50Hz 2.865 tr/mn 95mm

60Hz 3.430 tr/mn 80mm

3.600 sti/min
50Hz 2.865 tr/mn 85mm

60Hz 3.430 tr/mn 70mm

AVERTISSEMENT :
Pour ne pas risquer des blessures causées par une brusque mise en marche de la machine, toujours la mettre 
hors tension et s’assurer que le moteur est au repos avant d’effectuer les opérations suivantes.

16. VITESSE DE COUTURE ET DE LA POULIE DU MOTEUR

La relation entre la poulie à moteur et la vitesse de couture de la machine à coudre correspond à celle indiquée dans le 
tableau ci-dessous :

15. REGLAGE DU GUIDE-FIL INTERMEDIAIRE (MS-1190M/V045, 
MS-1190M/V046)
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1

B

17. COMMENT REGLER L'ENTRAINEUR DE TISSU V045, V046

A

(1) Réglage de la synchronisation entre le corps 
principal de la machine à coudre et le dispositif V0

1) Ajuster la distance d’entraînement du corps principal de 
la machine à coudre à 1,6 mm pour la MS-1190/V045 et 
la MS-1190/V046, et à 2,3 mm pour la MS-1190M/V045 
et la MS-1190M/V046.

2) Desserrer la vis de réglage 1 du dispositif V0. Placer 
la vis de réglage à la position A (2,0 mm) pour la 
MS-1190/V045 et la MS-1190/V046, et à la position B 
(2,5 mm) pour la MS-1190M/V045 et la MS-1190M/
V046. Ensuite, fi xer la vis de réglage.

C.
C

(Attention) En cas d’uti l isation d’un rouleau en 
uréthane, régler la pression du rouleau à 
une valeur inférieure à celle réglée pour un 
rouleau en acier. Une pression excessive 
peut déformer le rouleau en uréthane 
ou peut appliquer une charge extra au 
dispositif V0.
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A

A:  V045, V046 En cas d’utilisation d’un rouleau en acier 
    → 0,01 to 0,1 mm
      V045, V046 En cas d’utilisation d’un rouleau en uréthane 
    → Aucun écartement ne doit exister entre le 
        rouleau et la plaque à aiguille.

1) Desserrer l’écrou 1. Ajuster l’écartement en tournant 
la vis de réglage 2.

 En cas d’utilisation d’un rouleau en acier :
 Ajuster l’écartement fourni entre le rouleau et la plaque 

à aiguille (rouleau inférieur) de 0,01 à 0,1 mm.
 En cas d’utilisation d’un rouleau en uréthane :
 Ajuster l’écartement fourni entre le rouleau et la plaque 

à aiguille (rouleau inférieur) à 0 mm de sorte qu’aucun 
écartement n’existe entre eux.

(V045)
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18. TABLEAU DES EQUIPEMENTS INTERCHANGEABLES

(1) MS-1190/V045, MS-1190M/V045

Modèle

1 2 3 4 5

Nom de la pièce
Jeu d'équipement 
interchangeable

(avec protège-doigts)
Plaque à aiguille Pince-aiguille 

(ensemble)

Pied presseur 
(ensemble)

(avec protège-doigts)

Griffe d'entraînement 
(ensemble)

Ecartement
des aiguilles

Code Pouce mm

MS-1190

/V045

B 1/8 3,2 MAV04570AB0 MAV04570A00 12926051 MAV04581AB0

MAV04593000
C 5/32 4,0 MAV04571BB0 MAV04571B00 12926150 MAV04582BB0
D 3/16 4,8 MAV04572CB0 MAV04572C00 12925954 MAV04583CB0
E 7/32 5,6 MAV04573DB0 MAV04573D00 12926259 MAV04584DB0
F 1/4 6,4 MAV04574EB0 MAV04574E00 12926358 MAV04585EB0 MAV04594000

MS-1190M

/V045

B 1/8 3,2 MAV04575AB0 MAV04575A00 12926051 MAV04586AB0

MAV04595000
C 5/32 4,0 MAV04576BB0 MAV04576B00 12926150 MAV04587BB0
D 3/16 4,8 MAV04577CB0 MAV04577C00 12925954 MAV04588CB0
E 7/32 5,6 MAV04578DB0 MAV04578D00 12926259 MAV04589DB0
F 1/4 6,4 MAV04579EB0 MAV04579E00 12926358 MAV04590EB0 MAV04596000

Modèle

6 7

Nom de la pièce Boucleur 
(ensemble gauche)

Boucleur 
(ensemble droit)

Ecartement
des aiguilles

Code Pouce mm

MS-1190

/V045

B 1/8 3,2 12941555 12940656
C 5/32 4,0 12941654 12940755
D 3/16 4,8 12941456 12940557
E 7/32 5,6 12941753 12940854
F 1/4 6,4 12941852 12940953

MS-1190M

/V045

B 1/8 3,2 12941555 12940656
C 5/32 4,0 12941654 12940755
D 3/16 4,8 12941456 12940557
E 7/32 5,6 12941753 12940854
F 1/4 6,4 12941852 12940953

(2) MS-1190/V046, MS-1190M/V046

Modèle

1 2 3 4 5

Nom de la pièce
Jeu d'équipement 
interchangeable

(avec protège-doigts)
Plaque à aiguille Pince-aiguille 

(ensemble)

Pied presseur 
(ensemble)

(avec protège-doigts)

Griffe d'entraînement 
(ensemble)

Ecartement
des aiguilles

Code Pouce mm

MS-1190

/V046

B 1/8 3,2 12923561 12923504 12926051 12927869

12932307
C 5/32 4,0 12923660 12923603 12926150 12927968
D 3/16 4,8 12923462 12923405 12925954 12927760
E 7/32 5,6 12923769 12923702 12926259 12928065
F 1/4 6,4 12923868 12923801 12926358 12928164 12932406

MS-1190M

/V046

B 1/8 3,2 12980561 12980504 12926051 12982666

12983508
C 5/32 4,0 12980660 12980603 12926150 12982765
D 3/16 4,8 12980462 12980405 12925954 12982567
E 7/32 5,6 12980769 12980702 12926259 12982864
F 1/4 6,4 12980868 12980801 12926358 12982963 12983607
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1 2 3

Nom de la pièce Remplieur (ensemble)

Ecartement
des aiguilles

M295 M296 M297

Code Pouce mm

B 1/8 3,2 MAM2950AAAA MAM2960AAAA MAM2970AAAA
C 5/32 4,0 MAM2950BBAA MAM2960BBAA MAM2970BBAA
D 3/16 4,8 MAM2950CCAA MAM2960CCAA MAM2970CCAA
E 7/32 5,6 MAM2950DDAA MAM2960DDAA MAM2970DDAA
F 1/4 6,4 MAM2950EEAA MAM2960EEAA MAM2970EEAA

1 2 3 4 5

Nom de la pièce Entraînement de tissu (ensemble) V045 Entraînement de tissu (ensemble) V046

Ecartement
des aiguilles

Galet en acier Galet en uréthane Galet en acier Galet en uréthane Rouleau inférieur

Code Pouce mm

B 1/8 3,2

MAV045450A0 MAV045500B0 MAV04640000 MAV046410A0 MAV046210B0
C 5/32 4,0
D 3/16 4,8
E 7/32 5,6
F 1/4 6,4

* Un remplieur n'est pas inclus dans l'équipement 

   interchangeable.

Code concernant le remplieur

 M295 ̶ Pour tissus extra-légers

 M296 ̶ Pour tissus légers 

                   (Equipé en standard sur MS-1190)

 M297 ̶ Pour tissus moyens

                   (Equipé en standard sur MS-1190M)

* L'entraîneur de tissu n'est pas inclus dans l'équipement 

   interchangeable.

Différents types d'entraîneur de tissu

Galet en acier ̶ Pour tissus moyens

Galet en uréthane ̶ Pour tissus légers à extra-légers

Modèle

6 7

Nom de la pièce Boucleur 
(ensemble gauche)

Boucleur 
(ensemble droit)

Ecartement
des aiguilles

Code Pouce mm

MS-1190

/V046

B 1/8 3,2 12941555 12940656
C 5/32 4,0 12941654 12940755
D 3/16 4,8 12941456 12940557
E 7/32 5,6 12941753 12940854
F 1/4 6,4 12941852 12940953

MS-1190M

/V046

B 1/8 3,2 12941555 12940656
C 5/32 4,0 12941654 12940755
D 3/16 4,8 12941456 12940557
E 7/32 5,6 12941753 12940854
F 1/4 6,4 12941852 12940953

(3) Remplieur 

(4) Entraînement de tissu
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En relación con el uso de la máquina de coser, máquina automática y dispositivos auxiliares (de aquí en adelante denominados 
colectivamente como la “máquina”), es inevitable que el trabajo de cosido tenga que ejecutarse cerca de partes móviles de la 
máquina. Esto signifi ca que siempre existe la posibilidad de que se toquen piezas móviles involuntariamente. Por lo tanto, a 
los operadores u operadoras que manejan la máquina y al personal de mantenimiento que ejecuta trabajos de mantenimiento 
y reparación de la máquina, se les recomienda leer detenidamente las siguientes  Precauciones de seguridad  y tener un 
cabal conocimiento de las mismas antes de usar/efectuar el mantenimiento de la máquina. Estas  Precauciones de seguridad  
contienen aspectos no incluidos en las especifi caciones del producto que haya adquirido.
Las indicaciones de riesgo se clasifi can en las siguientes tres categorías diferentes, para que los usuarios puedan entender el 
signifi cado de las etiquetas. Asegúrese de entender cabalmente la siguiente descripción y observar las instrucciones estrictamente.

1 • Existe la posibilidad de que se cause una lesión grave o muerte.
 • Existe la posibilidad de que se cause una lesión al tocar alguna parte en movimiento.

2 • Realizar el trabajo de cosido con el protector de seguridad.
 • Realizar el trabajo de cosido con la cubierta de seguridad.
 • Realizar el trabajo de cosido con el dispositivo protector de seguridad.

3 • Asegúrese de desconectar la corriente eléctrica antes de ejecutar el “enhebrado del cabezal de la máquina”, “cambio 
de aguja”, “cambio de bobina” o “aceitado y limpieza”.

PARA GARANTIZAR EL USO SEGURO DE SU MÁQUINA DE COSER

(!) Explicación de niveles de riesgos

Esta indicación se consigna cuando existe la probabilidad de muerte o lesiones graves si la persona encargada o cualquier tercero 
no maneja la máquina como es debido o no evita la situación peligrosa al manejar o efectuar el mantenimiento de la máquina.

Esta indicación se consigna cuando existe peligro inminente de muerte o lesiones graves si la persona encargada o cualquier tercero 
no maneja la máquina como es debido o no evita la situación peligrosa al manejar o efectuar el mantenimiento de la máquina.

Esta indicación se consigna cuando hay peligro de lesiones de gravedad moderada a leve si la persona encargada o cualquier 
tercero no maneja la máquina como es debido o no evita la situación peligrosa al manejar o efectuar el mantenimiento de la máquina.

PELIGRO :

ADVERTENCIA :

PRECAUCIÓN :

(@) Explicación de indicaciones de advertencia y etiquetas de advertencia pictóricas

Indica-
ciones de 

advertencia 
pictóricas

Existe el riesgo de lesión 
si se toca una parte 
móvil.

Existe el riesgo de 
enredo en la correa que 
puede resultar en lesión.

Existe el riesgo de 
electrochoque si se toca 
una parte de alto voltaje.

Etiquetas 
de 

indicación

Indica la dirección 
correcta.

Existe el riesgo de 
quemadura si se toca 
una parte de alta 
temperatura.

Indica la conexión de un 
cable a tierra.

3

2

1
1

2 3

Itemes que requieren atención especial
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Desconexión de la corriente eléctrica: Signifi ca desactivar el interruptor de la corriente eléctrica y luego 
desenchufar del tomacorriente el enchufe del cable eléctrico. Esto 
es aplicable a lo siguiente:

PRECAUCIONES DE SEGURIDAD

 1. Cuando sea necesario abrir la caja de control que contiene piezas eléctricas, asegúrese de desconectar la 
corriente eléctrica y esperar unos cinco minutos o más antes de abrir la cubierta, para evitar accidentes 
que resulten en electrochoques.

PRECAUCIÓN
Precauciones básicas

 1. Antes de usar la máquina, asegúrese de leer el manual de instrucciones y otros documentos explicati-
vos que se suministran con los accesorios de la máquina. Tenga a mano el manual de instrucciones y 
los documentos explicativos para su rápida consulta.

 2. Esta sección contiene aspectos no incluidos en las especifi caciones del producto que haya adquirido.
 3. Asegúrese de utilizar gafas protectoras para protegerse contra accidentes causados por la rotura de agujas.
 4. Las personas que usan marcapasos deben consultar con un médico especialista antes de usar la máquina.

Dispositivos de seguridad y etiquetas de advertencia
 1. Asegúrese de usar la máquina después de verifi car que el(los) dispositivo(s) de seguridad está(n) insta-

lados correctamente en su lugar y funcionan normalmente, para evitar accidentes causados por falta de 
tal(es) dispositivo(s).

 2. Si se ha retirado cualquiera de los dispositivos de seguridad, asegúrese de reinstalarlo y verifi car que 
trabaja normalmente, para evitar accidentes que puedan resultar en lesiones corporales o muerte.

 3. Asegúrese de mantener las etiquetas de advertencia adheridas a la máquina en un lugar claramente visi-
ble, para evitar accidentes que puedan resultar en lesiones corporales o muerte. En caso de que cual-
quiera de las etiquetas se haya ensuciado o despegado, asegúrese de reemplazarla con una nueva.

Aplicación y modifi cación
 1. Nunca use la máquina en una aplicación distinta de la destinada y de ninguna manera distinta de la des-

crita en el manual de instrucciones, para evitar accidentes que puedan resultar en lesiones corporales 
o muerte. JUKI no se responsabiliza por ningún daño o lesión corporal o muerte resultante del uso de la 
máquina en una aplicación distinta de la destinada.

 2. Nunca modifi que ni altere la máquina, para evitar accidentes que puedan resultar en lesiones corporales 
o muerte. JUKI no se responsabiliza por ningún daño o lesión corporal o muerte resultante de la máqui-
na que haya sido modifi cada o alterada.

Instrucción y adiestramiento
 1. Para evitar accidentes resultantes de la falta de familiaridad con la máquina, la máquina deberá ser usa-

da sólo por el operador o la operadora que haya recibido instrucción/adiestramiento por el empleador 
con respecto a la operación de la máquina y la forma de operar la máquina con seguridad, y posea de-
bido conocimiento de la misma y habilidades para su operación. Para asegurar lo anterior, el empleador 
debe implantar un plan de instrucción/adiestramiento para sus operadores u operadoras e impartirles 
dicha instrucción/adiestramiento con antelación.

Situaciones en que es necesario desconectar la corriente eléctrica de la máquina
 

Accidente signifi ca 
“causar lesiones 
corporales o muerte o 
daños a la propiedad”.

 1. Asegúrese de desconectar la corriente eléctrica de inmediato en caso de que se detecte alguna anorma-
lidad o falla o en caso de un corte eléctrico, para protegerse contra accidentes que puedan resultar en 
lesiones corporales o muerte.

 2. Para protegerse contra accidentes resultantes del arranque brusco o inesperado de la máquina, asegúre-
se de desconectar la corriente eléctrica antes de llevar a cabo las siguientes operaciones. Para la máqui-
na equipada con un motor de embrague, en particular, asegúrese de desconectar la corriente eléctrica y 
verifi car que la máquina se haya detenido por completo antes de llevar a cabo las siguientes operaciones.

 2-1. Por ejemplo, enhebrado de partes tales como aguja, enlazador, estiradora, etc. que deben enhe-
brarse, o cambio de bobina.

 2-2. Por ejemplo, cambio o ajuste de todos los componentes de la máquina.
 2-3. Por ejemplo, al inspeccionar, reparar o limpiar la máquina o al alejarse de la máquina.
 3. Asegúrese de desenchufar el cable de la corriente eléctrica sosteniendo la parte del enchufe y no del 

cable en sí, para evitar accidentes por electrochoque, fuga a tierra o fuego.
 4. Asegúrese de desconectar la corriente eléctrica cuando deje la máquina desatendida entre trabajo y trabajo.
 5. Asegúrese de desconectar la corriente eléctrica en caso de un corte eléctrico, para evitar accidentes 

resultantes de averías de componentes eléctricos.

PELIGRO

PRECAUCIONES A TOMAR EN DIVERSAS ETAPAS DE OPERACIÓN
Transporte

 1. Asegúrese de levantar y mover la máquina de forma segura teniendo en cuenta el peso de la máquina. 
Consulte el manual de instrucciones para confi rmar la masa de la máquina.

 2. Antes de levantar o mover la máquina, asegúrese de adoptar sufi cientes medidas de seguridad para evitar la 
caída de la máquina, para protegerse contra accidentes que puedan resultar en lesiones corporales o muerte.
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 3. Una vez que se haya desembalado la máquina, no la vuelva a embalar para su transporte, para proteger 
la máquina contra averías resultantes de la caída o accidente imprevisto.

Desembalaje
 1. Asegúrese de desembalar la máquina en la secuencia prescrita para evitar accidentes que puedan 

resultar en lesiones corporales o muerte. En particular, en caso de que la máquina venga encajonada, 
asegúrese de comprobar los clavos con cuidado. Los clavos deben eliminarse.

 2. Asegúrese de comprobar la posición del centro de gravedad de la máquina y sacarla del embalaje con 
cuidado, para evitar accidentes que puedan resultar en lesiones corporales o muerte.

Instalación
(!) Mesa y pedestal de la mesa

 1. Asegúrese de usar la mesa y el pedestal de la mesa legítimos de JUKI, para evitar accidentes que 
puedan resultar en lesiones corporales o muerte. Si es inevitable usar una mesa y un pedestal de mesa 
distintos de los legítimos de JUKI, asegúrese de que los mismos puedan soportar el peso de la máquina 
y la fuerza de reacción durante su operación.

 2. Si se colocan roldanas pivotantes al pedestal de la mesa, asegúrese de usar roldanas pivotantes 
con mecanismo de enclavamiento y enclavarlas para inmovilizar la mesa durante la operación, 
mantenimiento, inspección y reparación de la máquina, para evitar accidentes que puedan resultar en 
lesiones corporales o muerte.

(@) Cable y cableado
 1. Asegúrese de que el cable no esté expuesto a una fuerza extra durante su uso para evitar accidentes 

por electrochoque, fuga a tierra o fuego. Además, si fuere necesario cablear cerca de una sección de 
operación tal como la correa en V, asegúrese de que exista una separación de 30 mm o más entre la 
sección de operación y el cable.

 2. Asegúrese de evitar la conexión múltiple tipo pulpo, para evitar accidentes por electrochoque, fuga a tierra o fuego.
 3. Asegúrese de conectar fi rmemente los conectores, para evitar accidentes por electrochoque, fuga 

a tierra o fuego. Además, al retirar un conector, asegúrese de hacerlo sosteniendo el conector 
propiamente dicho y no tirando del cable.

(#) Conexión a tierra
 1. Asegúrese de que sea un electricista califi cado quien instale el enchufe, para evitar accidentes 

causados por fuga a tierra o falla de tensión dieléctrica. Además, asegúrese de conectar el enchufe a un 
tomacorriente conectado a tierra indefectiblemente.

 2. Asegúrese de conectar a tierra el cable de tierra, para evitar accidentes causados por fuga a tierra.
($) Motor

 1. Asegúrese de usar un motor del régimen especifi cado (producto legítimo de JUKI), para evitar 
accidentes causados por destrucción por calentamiento.

 2. Si utiliza un motor de embrague disponible en el mercado, asegúrese de seleccionar uno equipado con 
cubierta de la polea a prueba de enredos, para protegerla contra el riesgo de que se enrede con la correa en V.

Antes de la operación
 1. Antes de conectar la corriente eléctrica, asegúrese de comprobar que los conectores y cables estén 

libres de daño, no estén desprendidos ni fl ojos, para evitar accidentes que puedan resultar en lesiones 
corporales o muerte.

 2. Nunca ponga sus manos en las partes móviles de la máquina, para evitar accidentes que puedan 
resultar en lesiones corporales o muerte.

  Además, compruebe para asegurarse de que la dirección de rotación de la polea concuerde con la 
fl echa indicada en la polea.

 3. Si se usa el pedestal de la mesa provisto de roldanas pivotantes, asegúrese de inmovilizar el pedestal de 
la mesa enclavando las roldanas pivotantes o con ajustadores, si están provistos, para evitar accidentes 
causados por el arranque brusco de la máquina.

Durante la operación
 1. Asegúrese de no poner sus dedos, cabello o ropa cerca de partes móviles tales como volante, polea de 

mano y motor, ni coloque nada cerca de esas partes cuando la máquina está en funcionamiento, para 
evitar accidentes causados por enredos que puedan resultar en lesiones corporales o muerte.

 2. Al conectar la corriente eléctrica o cuando la máquina está en funcionamiento, asegúrese de no poner 
sus dedos cerca del área circundante a la aguja o dentro de la cubierta de la palanca toma-hilo, para 
evitar accidentes que puedan resultar en lesiones corporales o muerte.

 3. La máquina marcha a alta velocidad. Por lo tanto, nunca ponga sus manos cerca de partes móviles tales 
como enlazador, estiradora, barra de agujas, gancho y cuchilla de corte de tela durante la operación, 
para proteger sus manos contra lesiones. Además, antes de cambiar el hilo, asegúrese de desconectar 
la corriente eléctrica y comprobar que la máquina está completamente parada.

 4. Al mover la máquina de la mesa o colocarla de nuevo sobre la mesa, tenga cuidado para no permitir 
que sus dedos u otras partes de su cuerpo queden atrapados entre la máquina y la mesa, para evitar 
accidentes que puedan resultar en lesiones corporales o muerte.

 5. Antes de retirar la cubierta de la correa y la correa en V, asegúrese de desconectar la corriente eléctrica 
y comprobar que la máquina y el motor están completamente parados, para evitar accidentes causados 
por el arranque brusco de la máquina o el motor.

 6. Si se usa un servomotor con la máquina, el motor no genera ruido cuando la máquina está en reposo. 
Por lo tanto, asegúrese de no olvidarse de desconectar la corriente eléctrica, para evitar accidentes 
causados por el arranque brusco del motor.

 7. Nunca use la máquina con el orifi cio de enfriamiento de la caja de alimentación del motor tapado, para 
evitar que se genere fuego por sobrecalentamiento.
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Lubricación
 1. Asegúrese de utilizar el aceite legítimo de JUKI y la grasa legítima de JUKI en las partes que deben lubricarse.
 2. Si el aceite entra en contacto con sus ojos o cuerpo, asegúrese de eliminarla y lavarse de inmediato, 

para evitar la infl amación o irritación.
 3. Si ingiere el aceite accidentalmente, asegúrese de consultar con un médico de inmediato, para evitar el 

vómito o diarrea.
Mantenimiento

 1. Para evitar accidentes causados por la falta de familiaridad con la máquina, los trabajos de reparación y 
ajuste deben ser efectuados por un técnico de servicio debidamente familiarizado con la máquina dentro 
del alcance defi nido en el manual de instrucciones. Asegúrese de utilizar repuestos legítimos de JUKI 
al reemplazar cualquiera de las piezas de la máquina. JUKI no se responsabiliza por ningún accidente 
causado por la reparación o el ajuste indebido o el uso de repuestos que no sean los legítimos de JUKI.

 2. Para evitar accidentes causados por la falta de familiaridad con la máquina o accidentes por electrocho-
ques, asegúrese de encargar el trabajo de reparación y mantenimiento (incluyendo el cableado) de compo-
nentes eléctricos a un técnico electricista de su compañía o a JUKI o el distribuidor en su área.

 3. Cuando efectúe la reparación o el mantenimiento de la máquina que emplea partes neumáticas tal como 
cilindro de aire, asegúrese de retirar con antelación el tubo de suministro de aire para expulsar el aire rema-
nente en la máquina, para evitar accidentes causados por el arranque brusco de las partes neumáticas.

 4. Al término de la reparación, el ajuste y reemplazo de piezas, asegúrese de comprobar que los tornillos y 
tuercas estén apretados fi rmemente.

 5. Asegúrese de limpiar la máquina periódicamente durante su uso. Antes de realizar la limpieza de la máquina, 
asegúrese de desconectar la corriente eléctrica y verifi car que tanto la máquina como el motor estén com-
pletamente parados, para evitar accidentes causados por el arranque brusco de la máquina o el motor.

 6. Antes de realizar el mantenimiento, inspección o reparación de la máquina, asegúrese de desconectar la 
corriente eléctrica y verifi car que tanto la máquina como el motor estén completamente parados. (Para 
la máquina equipada con motor de embrague, el motor continuará funcionando durante un rato por iner-
cia aun cuando se desconecte la corriente eléctrica. Por lo tanto, tenga cuidado.)

 7. Si tras su reparación o ajuste, la máquina no funciona normalmente, detenga de inmediato su funcio-
namiento y póngase en contacto con JUKI o el distribuidor de su área para su reparación, para evitar 
accidentes que puedan resultar en lesiones corporales o muerte.

 8. Si se ha quemado el fusible, asegúrese de desconectar la corriente eléctrica, eliminar la causa de la que-
madura del fusible y reemplazar el fusible con uno nuevo, para evitar accidentes que puedan resultar en 
lesiones corporales o muerte.

 9. Asegúrese de limpiar periódicamente el orifi cio de ventilación del ventilador e inspeccionar el área cir-
cundante al cableado, para evitar accidentes por fuego del motor.

Ambiente operativo
 1. Asegúrese de utilizar la máquina en un ambiente no expuesto a una fuente de ruidos fuertes (ondas 

electromagnéticas) tal como una soldadora de alta frecuencia, para evitar accidentes causados por el 
malfuncionamiento de la máquina.

 2. Nunca utilice la máquina en un lugar en que la fl uctuación del voltaje supere el “voltaje nominal ±10%”, 
para evitar accidentes causados por el malfuncionamiento de la máquina.

 3. Antes de usar cualquier dispositivo neumático tal como el cilindro de aire, asegúrese de que funcione a 
la presión de aire especifi cada, para evitar accidentes causados por el malfuncionamiento de la máquina.

 4. Para utilizar la máquina en condiciones de seguridad, asegúrese de utilizarla en un ambiente que satis-
faga las siguientes condiciones:

  Temperatura ambiente durante su operación: 5°C a 35°C
  Humedad relativa durante su operación:  35% a 85%
 5. Puede haber condensación de rocío si la máquina se muda de un ambiente frío a uno cálido. Por lo 

tanto, asegúrese de conectar la corriente eléctrica después de haber esperado durante sufi ciente tiempo 
hasta que no haya señales de gotas de agua, para evitar accidentes causados por avería o malfunciona-
miento de los componentes eléctricos.

 6. Para garantizar la seguridad, asegúrese de detener la operación de la máquina cuando haya rayos y 
truenos y retire el enchufe del tomacorriente, para evitar accidentes causados por avería o malfunciona-
miento de los componentes eléctricos.

 7. Dependiendo de la condición de las señales de ondas radioeléctricas, la máquina podría generar ruido en 
el aparato de televisión o radio. Si esto ocurre, use el aparato de televisión o radio lejos de la máquina.

 8. Para el trabajador que participa en el trabajo a realizar en el medio ambiente relacionado con el “valor 
de ruido en el ambiente de trabajo es de 85 dB o más y menos de 90 dB”, asegúrese de adoptar las me-
didas adecuadas, según se requieran, tal como el uso de protectores de oídos o similar para proteger al 
trabajador contra riesgos contra su salud. Adicionalmente, para el trabajador que participa en el trabajo 
a realizar en el medio ambiente relacionado con el “nivel de ruido en el ambiente de trabajo es de 90 dB 
o más”, asegúrese de instruir al trabajador para que use protectores de oídos indefectiblemente que lo 
protejan contra riesgos contra su salud, y desplegar, en un lugar fácilmente visible por el trabajador, un 
cartel que explique cómo usar los protectores de oídos.
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PARA SEGURIDAD EN LA OPERACION

  1. Para mayor seguridad, antes de operar la máquina decoser, cerciórese de que el alambre de 
puesta a tierra de la unidad suministradora de la corriente eléctrica está conectada.

  2. Cuando inserte/extraiga el enchufe de la corriente eléctrica, hay que posicionar de antemano en 
OFF el interruptor de la corriente eléctrica.

  3. En tiempo de tormentas y relámpagos, interrumpa el trabajo y desconecte el enchufe de la 
corriente eléctrica del receptáculo para garantizar la seguridad.

  4. Tenga cuidado al manipular este producto para evitar que le caiga agua o aceite o causarle 
caídas o golpes etc., dado que este producto es un instrumento de precisión.

  5.  Para evitar incendios, extraiga periódicamente el enchufe de la corriente y limpie bien la parte 
inferior de las patillas de enchufe y los espacios intermedios de las mismas.

  6. El enlazador oscila a gran velocidad durante la operación de la máquina de coser. Para proteger 
sus dedos, mantenga sus manos alejadas del enlazador. Además, asegúrese de apagar la 
máquina de coser antes de enhebrar el cabezal de la máquina.

  7. Para evitar posibles accidentes debido a un arranque brusco de la máquina, cerciórese de 
desconectar de la máquina de coser la corriente eléctrica.

  8.  Tenga cuidado al manipular este producto para evitar que le caiga agua o aceite o causarle 
caídas o golpes etc., dado que este producto es un instrumento de precisión.

  1. Mantenga sus manos lejos de la aguja cuando posicione en ON el interruptor de la corriente 
eléctrica o mientras la máquina de coser esté funcionando.

  2. No ponga us dedos sobre la cubierta del tirahilo cuando la máquina de coser esté funcionando.

  3. Mantenga sus dedos, cabello o ropa alejados del volante y palanca tomahilos, o mantenga esta 
área limpia cuando la máquina de coser está en funcionamiento.

  4.  Nunca opere la máquina con el guardamano retirado.

• Antes de operar la máquina de coser por primera vez después de instalada, límpiela bien.

 Quite todo el polvo acumulado durante el transporte y lubríquela bien.

• Confi rme que la tensión está correcta.

 Confi rme que el enchufe de la corriente eléctrica está debidamente conectado al tomacorriente.

• Nunca use la máquina en el estado en que el tipo de tensión difi era del designado.

• La dirección normal de la máquina de coser es hacia la izquierda si se observa desde el lado de la 

polea.

 Ponga cuidado en no permitir que la máquina de coser gire en la dirección inversa.

• Nunca opere la máquina de coser a menos que la misma esté lubricada sufi cientemente.

• Para operar la máquina de coser, asegúrese de instalarla sobre la mesa. Luego, active (ON) el 

interruptor de la corriente eléctrica.

• Asegúrese de retirar el hilo del cabezal de la máquina y el enlazador antes de iniciar una marcha de 

prueba.

* Durante el primer mes tras la instalación de la máquina de coser, asegúrese de usarla a una velocidad 

de puntada de 3.300 puntadas/min. o menor.

• Opere el volante después que la máquina está completamente parada.

ANTES DE LA INSTALACION

PRECAUCION :
Compruebe lo siguiente para evitar un mal funcionamiento o daños a la máquina.

PRECAUCIONES :
Tenga presente que es posible que los dispositivos de seguridad como el “protector de ojos”, el 
“protector de dedos”, etc, no aparezcan en las ilustraciones de este Manual de Instrucciones que se 
omiten para mayor facilidad de las explicaciones.
Cuando opere la máquina, cerciórese de que están bien montados todos los dispositivos de seguridad.
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1) Cuando mueva y transporte la máquina de coser, 
asegúrese de hacerlo con dos personas.

(Precaución) No la sostenga por la polea.
2) No coloque ningún objeto puntiagudo, tal como un 

destornillador, en el lugar en que se instalará la máquina 
de coser.

3) Instale la base de protección 1 contra la correa en la 
máquina de coser con el perno de cabezal hexagonal 2.

4) Coloque la máquina de coser sobre la mesa y determine su 
posición (ranura para la correa y agujero pasante 3 para el 
paso de la cadena del elevador de barra prensadora).

5) Instale en la máquina de coser las dos placas de apoyo 4 
del cabezal de la máquina utilizando para ello el tornillo 5. 
Fije las placas sobre la mesa mediante el perno hexagonal 
6, arandela 7, arandela de resorte 8 y tuerca 9.

6) Coloque un nivel sobre la placa !0 del lado de la base en 
dirección lateral y longitudinal para comprobar que la 
máquina de coser se encuentra colocada debidamente en 
posición horizontal.

7) Instale la cubierta !1 de la correa, la correa V, la tapa !2 
de la cubierta de la correa, y la cubierta superior !3 sobre 
la máquina de coser y fíjelas con los tornillos !4 y !5. 

 Al instalar la cubierta de la correa, apriete provisionalmente 
el tornillo primero. Luego, después de instalar todas las 
piezas relacionadas, apriete el tornillo fi rmemente.

1. MODE DE INSTALAR LA MÁQUINA DE COSER

ESPECIFICACIONES
Modelo MS-1190/V045 MS-1190/V046 MS-1190M/V045 MS-1190M/V046

Aplicación Para materiales ligeros Para materiales de peso medio

Número de agujas 2

Velocidad de cosido 4.000 sti/min máx.  (3.500 sti/min normal)

Aguja

ORGAN TV x 64-NY #8 a #14 ORGAN TV x 64-NY #12 a #19 
(estándar #12) (estándar #16)

SCHMETZ B-64 Nm. 60 a Nm. 90 SCHMETZ B-64 Nm. 80 a Nm. 120
(estándar Nm. 80) (estándar Nm. 100)

Altura del prensatelas 10 mm

Sistema de transporte Transporte intermitente mediante un embrague útil a simple tacto

Longitud de puntada 1,2 a 3,2 mm (con un tirador de tela)

Distancia entre agujas 1/8", 5/32", 3/16", 7/32", 1/4") 

Circunferencia del cilindro 171 mm

Aceite lubricante JUKI New Defrix Oil No.1

Ruido

- Nivel de presión de ruido de 
emisión continua equivalente 
(LpA) en el puesto de trabajo: 

 Valor ponderado A de 81,5 
dB (incluye KpA = 2,5 dB); de 
acuerdo con ISO 10821-C.6.2 
- ISO 11204 GR2 a 4.000 
sti/min.

- Nivel de potencia acústica 
(LWA):

 Valor ponderado A de 
89,5 dB (incluye KWA = 2,5 
dB); de acuerdo con ISO 
10821-C.6.2 - ISO 11204 GR2 
a 4.000 sti/min.

- Nivel de presión de ruido de 
emisión continua equivalente 
(LpA) en el puesto de trabajo: 

 Valor ponderado A de 80,0 
dB (incluye KpA = 2,5 dB); de 
acuerdo con ISO 10821-C.6.2 
- ISO 11204 GR2 a 4.000 
sti/min.

- Nivel de presión de ruido de 
emisión continua equivalente 
(LpA) en el puesto de trabajo: 

 Valor ponderado A de 81,5 
dB (incluye KpA = 2,5 dB); de 
acuerdo con ISO 10821-C.6.2 
- ISO 11204 GR2 a 4.000 
sti/min.

- Nivel de potencia acústica 
(LWA):

 Valor ponderado A de 
90,5 dB (incluye KWA = 2,5 
dB); de acuerdo con ISO 
10821-C.6.2 - ISO 11204 GR2 
a 4.000 sti/min.

- Nivel de presión de ruido de 
emisión continua equivalente 
(LpA) en el puesto de trabajo: 

 Valor ponderado A de 80,0 
dB (incluye KpA = 2,5 dB); de 
acuerdo con ISO 10821-C.6.2 
- ISO 11204 GR2 a 4.000 
sti/min.

!3

!2

1

!5

4

9

6

7

8

2

!1

!4

!0

3

5

4

Modelo V045 V046

Application Estirador de telas para materiales de peso liviano a extrapesado

Tipo de estirador de telas Transporte de rodillo superior Transporte de rodillo superior/inferior
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Ensamble el dispositivo de soporte de hilos. Colóquelo en 
el agujero de la mesa. Apriete la contratuerca 1 de modo 
que el soporte de hilos no se balancee.

1

2. MODO DE AJUSTAR LA TENSIÓN DE LA CORREA

3. MODO DE INSTALAR LA UNIDAD IMPULSORA DE AIRE

¡AVISO!
Para protegerse contra posibles lesiones personales debido a un arranque brusco de la máquina de coser, cerciórese de co-
menzar el siguiente trabajo después de desconectar la corriente y de estar seguro que el motor está completamente parado.

Ajuste la tensión de la correa con la altura del motor de 
modo que la correa haga una comba de 15 mm cuando se 
aplique al centro de la correa en V una carga de 9,8N.15mm

9.8N

Volante

Polea del motor

4. MODO DE INSTALAR EL ELEVADOR DE RODILLA
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¡AVISO!
Para protegerse contra posibles lesiones personales debido a un arranque brusco de la máquina de coser, cerciórese de co-
menzar el siguiente trabajo después de desconectar la corriente y de estar seguro que el motor está completamente parado.

¡AVISO!
Para protegerse contra posibles lesiones personales debido a un arranque brusco de la máquina de coser, cerciórese de co-
menzar el siguiente trabajo después de desconectar la corriente y de estar seguro que el motor está completamente parado.

5. LUBRICACIÓN

6. MODO DE COLOCAR LA AGUJA
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¡AVISO!
Para protegerse contra posibles lesiones personales debido a un arranque brusco de la máquina de coser, cerciórese de co-
menzar el siguiente trabajo después de desconectar la corriente y de estar seguro que el motor está completamente parado.

7. MODO DE ENHEBRAR EL CABEZAL DE LA MÁQUINA

MS-1190/V045
MS-1190/V046
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MS-1190M/V045
MS-1190M/V046
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8. TENSIÓN DEL HILO

9. MODO DE AJUSTAR LA PRESIÓN DEL PRENSATELAS
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¡AVISO!
Para protegerse contra posibles lesiones personales debido a un arranque brusco de la máquina de coser, cerciórese de co-
menzar el siguiente trabajo después de desconectar la corriente y de estar seguro que el motor está completamente parado.

¡AVISO!
Para protegerse contra posibles lesiones personales debido a un arranque brusco de la máquina de coser, cerciórese de co-
menzar el siguiente trabajo después de desconectar la corriente y de estar seguro que el motor está completamente parado.

10. MODO DE AJUSTAR LA LONGITUD DE PUNTADA

11. MODO DE AJUSTAR LA LEVA DEL ENLAZADOR
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¡AVISO!
Para protegerse contra posibles lesiones personales debido a un arranque brusco de la máquina de coser, cerciórese de co-
menzar el siguiente trabajo después de desconectar la corriente y de estar seguro que el motor está completamente parado.

¡AVISO!
Para protegerse contra posibles lesiones personales debido a un arranque brusco de la máquina de coser, cerciórese de co-
menzar el siguiente trabajo después de desconectar la corriente y de estar seguro que el motor está completamente parado.

¡AVISO!
Para protegerse contra posibles lesiones personales debido a un arranque brusco de la máquina de coser, cerciórese de co-
menzar el siguiente trabajo después de desconectar la corriente y de estar seguro que el motor está completamente parado.

7mm

MS-1190/V045
MS-1190/V046
MS-1190M/V045
MS-1190M/V046

0,8 mm

　1,0 mm

｝
｝

Ajuste la magnitud saliente del dentado de transporte desde la 
placa de agujas cuando el dentado de transporte se eleva a un 
máximo de 0,8 mm para MS-1190/V045 y MS-1190/V046, y a 1,0 
mm para MS-1190M/V045 y MS-1190M/V046.

12. ALTURA DEL DENTADO DE TRANSPORTE

13. SINCRONIZACIÓN PARA RELAJAR LA TENSIÓN DEL HILO DE AGUJA

14. MODO DE AJUSTAR LA POSICIÓN DE LA GUÍA DE LA PALANCA 
TIRA-HILO DE AGUJA (MS-1190/V045, MS-1190/V046)
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Modelo
Número de 

revoluciones de la 
máquina de coser

 Diámetro 
efectivo del 

volante

Número de 
polos del 

motor
Frecuencia

 Número de 
revoluciones del 

motor

Diámetro efectivo 
de la polea del 

motor

MS-1190/V045
MS-1190/V046
MS-1190M/V045
MS-1190M/V046

4.000 sti/min

67.4mm 2

50Hz 2.865 rpm 95mm

60Hz 3.430 rpm 80mm

3.600 sti/min
50Hz 2.865 rpm 85mm

60Hz 3.430 rpm 70mm

¡AVISO!
Para protegerse contra posibles lesiones personales debido a un arranque brusco de la máquina de coser, cerciórese de co-
menzar el siguiente trabajo después de desconectar la corriente y de estar seguro que el motor está completamente parado.

La relación entre la polea del motor, la velocidad de cosido de la máquina de coser es tal como se muestra en la siguiente 
tabla:

15. MODO DE AJUSTAR LA GUÍA DE HILO INTERMEDIO (MS-1190M/
V045, MS-1190M/V046)

16. VELOCIDAD DE COSTURA Y LA POLEA DEL MOTOR
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1

B

17. MODE DE AJUSTAR EL V045, V046

A

(1) Ajuste de la sincronización entre el cuerpo principal 
de la máquina de coser y el dispositivo V0

1) Ajuste la magnitud de transporte del cuerpo principal 
de la máquina de coser a 1,6 mm para MS-1190/V045 
y MS-1190/V046, y a 2,3 mm para MS-1190M/V045 y 
MS-1190M/V046.

2) Afl oje el tornillo de ajuste 1 del dispositivo V0. Ajuste 
el tornillo de ajuste a la posición A (2,0 mm) para 
MS-1190/V045 y MS-1190/V046, y a la posición B (2,5 
mm) para MS-1190M/V045 y MS-1190M/V046. Luego, 
apriete el tornillo de ajuste.

C.C

(Precaución) En caso de que se utilice el rodillo de 
uretano, ajuste la presión del rodillo a un 
valor menor que el valor predeterminado 
para el rodillo de acero. Una presión 
excesiva puede deformar el rodillo de 
uretano o puede aplicar una carga extra 
sobre el dispositivo V0.
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A

A:  V045, V046 En el caso del rodillo de acero → 0,01 a 0,1 mm
      V045, V046 En el caso del rodillo de uretano 
    → No debe existir ninguna separación entre el 
         rodillo y la placa de agujas.

1) Afloje la tuerca 1. Ajuste la separación girando el 
tornillo de ajuste 2.

 En caso de que se utilice el rodillo de acero:
 Ajusta la separación existente entre el rodillo y la placa de 

agujas (rodillo inferior) a una gama entre 0,01 a 0,1 mm.
 En caso de que se utilice el rodillo de uretano:
 Ajusta la separación existente entre el rodillo y la placa 

de agujas (rodillo inferior) a 0 mm de modo que no 
exista ninguna separación entre ellos.

(V045)
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18. TABLA DE CALIBRES REEMPLAZABLES

(1) MS-1190/V045, MS-1190M/V045

Modelo

1 2 3 4 5

Nombre de pieza
Juego de distancias 

entre agujas
(con protector de dedos)

Placa de agujas
Sujetador de aguja 

(conjunto)

Presser foot 
(conjunto)

(con protector de dedos)

Dentado de 
transporte (conjunto)

Distancia entre agujas

Código Pulgadas mm

MS-1190

/V045

B 1/8 3,2 MAV04570AB0 MAV04570A00 12926051 MAV04581AB0

MAV04593000
C 5/32 4,0 MAV04571BB0 MAV04571B00 12926150 MAV04582BB0
D 3/16 4,8 MAV04572CB0 MAV04572C00 12925954 MAV04583CB0
E 7/32 5,6 MAV04573DB0 MAV04573D00 12926259 MAV04584DB0
F 1/4 6,4 MAV04574EB0 MAV04574E00 12926358 MAV04585EB0 MAV04594000

MS-1190M

/V045

B 1/8 3,2 MAV04575AB0 MAV04575A00 12926051 MAV04586AB0

MAV04595000
C 5/32 4,0 MAV04576BB0 MAV04576B00 12926150 MAV04587BB0
D 3/16 4,8 MAV04577CB0 MAV04577C00 12925954 MAV04588CB0
E 7/32 5,6 MAV04578DB0 MAV04578D00 12926259 MAV04589DB0
F 1/4 6,4 MAV04579EB0 MAV04579E00 12926358 MAV04590EB0 MAV04596000

Modelo

6 7

Nombre de pieza
Enlazador (L) 

(conjunto)
Enlazador (R) 

(conjunto)

Distancia entre agujas

Código Pulgadas mm

MS-1190

/V045

B 1/8 3,2 12941555 12940656
C 5/32 4,0 12941654 12940755
D 3/16 4,8 12941456 12940557
E 7/32 5,6 12941753 12940854
F 1/4 6,4 12941852 12940953

MS-1190M

/V045

B 1/8 3,2 12941555 12940656
C 5/32 4,0 12941654 12940755
D 3/16 4,8 12941456 12940557
E 7/32 5,6 12941753 12940854
F 1/4 6,4 12941852 12940953

(2) MS-1190/V046, MS-1190M/V046

Modelo

1 2 3 4 5

Nombre de pieza
Juego de distancias 

entre agujas
(con protector de dedos)

Placa de agujas
Sujetador de aguja 

(conjunto)

Presser foot 
(conjunto)

(con protector de dedos)

Dentado de 
transporte (conjunto)

Distancia entre agujas

Código Pulgadas mm

MS-1190

/V046

B 1/8 3,2 12923561 12923504 12926051 12927869

12932307
C 5/32 4,0 12923660 12923603 12926150 12927968
D 3/16 4,8 12923462 12923405 12925954 12927760
E 7/32 5,6 12923769 12923702 12926259 12928065
F 1/4 6,4 12923868 12923801 12926358 12928164 12932406

MS-1190M

/V046

B 1/8 3,2 12980561 12980504 12926051 12982666

12983508
C 5/32 4,0 12980660 12980603 12926150 12982765
D 3/16 4,8 12980462 12980405 12925954 12982567
E 7/32 5,6 12980769 12980702 12926259 12982864
F 1/4 6,4 12980868 12980801 12926358 12982963 12983607
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1 2 3

Nombre de pieza Doblador (conjunto)

Distancia entre agujas
M295 M296 M297

Código Pulgadas mm

B 1/8 3,2 MAM2950AAAA MAM2960AAAA MAM2970AAAA
C 5/32 4,0 MAM2950BBAA MAM2960BBAA MAM2970BBAA
D 3/16 4,8 MAM2950CCAA MAM2960CCAA MAM2970CCAA
E 7/32 5,6 MAM2950DDAA MAM2960DDAA MAM2970DDAA
F 1/4 6,4 MAM2950EEAA MAM2960EEAA MAM2970EEAA

1 2 3 4 5

Nombre de pieza Tirador de tela (conjunto) V045 Tirador de tela (conjunto) V046

Distancia entre agujas

Rodillo de acero Rodillo de uretano Rodillo de acero Rodillo de uretano Rodillo inferior

Código Pulgadas mm

B 1/8 3,2

MAV045450A0 MAV045500B0 MAV04640000 MAV046410A0 MAV046210B0
C 5/32 4,0
D 3/16 4,8
E 7/32 5,6
F 1/4 6,4

* El doblador no se incluye en el juego de distancias 

  entre agujas.

Código de carpeta

 M295 ̶ Para materiales extra ligeros

 M296 ̶ Para materiales ligeros 

                   (Equipados en MS-1190 como estándar)

 M297 ̶ Para materiales de peso medio

                   (Equipados en MS-1190M como estándar)

* El tirador de tela no está incluido en el juego de calibres.

Clases de tiradores de tela

Rodillo de acero ̶ Para materiales de peso medio

Rodillo de uretano ̶ Para materiales ligeros a extra ligeros

Modelo

6 7

Nombre de pieza
Enlazador (L) 

(conjunto)
Enlazador (R) 

(conjunto)

Distancia entre agujas

Código Pulgadas mm

MS-1190

/V046

B 1/8 3,2 12941555 12940656
C 5/32 4,0 12941654 12940755
D 3/16 4,8 12941456 12940557
E 7/32 5,6 12941753 12940854
F 1/4 6,4 12941852 12940953

MS-1190M

/V046

B 1/8 3,2 12941555 12940656
C 5/32 4,0 12941654 12940755
D 3/16 4,8 12941456 12940557
E 7/32 5,6 12941753 12940854
F 1/4 6,4 12941852 12940953

(3) Doblador

(4) Tirador de tela

E
S

PA
Ñ

O
L



この製品の使い方について不明な点がありましたらお求めの販売店又は当社営業所にお問い合わせください。
※この取扱説明書は仕様改良のため予告なく変更する事があります。
Please do not hesitate to contact our distributors or agents in your area for further information when necessary.
＊ The description covered in this instruction manual is subject to change for improvement of the 

commodity without notice.

Bitte wenden Sie sich an unsere Händler oder Vertreter in Ihrer Nähe, wenn Sie weitere Informationen benötigen.
＊ Änderungen der in dieser Betriebsanleitung enthaltenen Beschreibungen, die der Verbesserung 

des Produktes dienen, bleiben vorbehalten.

Pour plus d’information, n’hésitez pas à consulter nos distributeurs ou agents dans votre région.
＊ Les spécifi cations données dans le présent Manuel d’utilisation sont sujettes à modifi cation sans préavis.

Sírvase ponerse en contacto con nuestros distribuidores o agentes en su área siempre que necesite algu-
na información más detallada.
＊ La descripción que se de en este manual de instrucciones está sujeta a cambio sin previo aviso 

por razones de mejora de la mercancía.
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SEWING MACHINERY BUSINESS UNIT
2-11-1, TSURUMAKI, TAMA-SHI, 
TOKYO, 206-8551, JAPAN
PHONE : (81)42-357-2371
FAX : (81)42-357-2380
http://www.juki.com

縫製機器ユニット
〒206-8551 東京都多摩市鶴牧2-11-1
TEL. 042-357-2371（ダイヤルイン）
FAX. 042-357-2380
http://www.juki.co.jp
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